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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）グループに第１の構成情報をシグナリングするための、競合
ベースの共有無線周波数スペクトル帯域上のチャネルのワイヤレスリソースの第１のサブ
セットを識別することと、
　第２のＵＥグループに第２の構成情報をシグナリングするための、前記競合ベースの共
有無線周波数スペクトル帯域上の前記チャネルのワイヤレスリソースの第２のサブセット
を識別することと、前記競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域を使用するワイヤレ
ス通信を実行するために、前記第１の構成情報は前記第１のＵＥグループのための１つま
たは複数のパラメータを含み、および前記第２の構成情報は前記第２のＵＥグループのた
めの１つまたは複数のパラメータを含み、
　ワイヤレスリソースの前記第１のサブセットを使用して、前記第１のＵＥグループに前
記第１の構成情報を送信し、ワイヤレスリソースの前記第２のサブセットを使用して、前
記第２のＵＥグループに前記第２の構成情報を送信することと、
　を備え、
　ワイヤレスリソースの前記第１のサブセットは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡ
ＲＱ）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）リソースを備え、ワイヤレスリソースの前記
第２のサブセットは、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）リソ
ースを備える、方法。
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【請求項２】
　前記チャネルは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（
ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組合せを備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記第１の構成情報は、前記ＰＨＩＣＨを使用してシグナリングされ、前記第２の構成
情報は、前記ＰＣＦＩＣＨおよび前記ＰＤＣＣＨを使用してシグナリングされる、請求項
２に記載の方法。
【請求項４】
　ワイヤレスリソースの前記第１のサブセットまたはワイヤレスリソースの前記第２のサ
ブセットのうちの１つを監視するようにＵＥを構成すること、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＵＥを構成することは、
　前記ＵＥがワイヤレスリソースの前記第１のサブセットまたはワイヤレスリソースの前
記第２のサブセットのうちのどちらを監視すべきであるかを示す無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）情報を、前記ＵＥに送信すること、
　をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の構成情報は、フレームフォーマットパラメータのセットを備え、前記第２の
構成情報は、異なるパラメータ値を有する、フレームフォーマットパラメータの前記セッ
トと重複する少なくとも１つのパラメータを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　フレームフォーマットパラメータの前記セットは、マルチメディアブロードキャスト単
一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームタイプパラメータ、部分サブフレーム
情報パラメータ、ダウンリンク／アップリンク構成パラメータ、ダウンリンク送信バース
ト長パラメータ、アップリンク送信のための持続時間パラメータ、ＵＥがダウンリンク送
信を監視することを停止する持続時間パラメータ、基準信号電力変動パラメータ、非周期
的ＣＳＩ－ＲＳ存在パラメータまたは発見基準信号（ＤＲＳ）存在指示および構成、シス
テム情報存在パラメータ、あるいは非監視サブフレームパラメータのうちの１つまたは複
数を備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の構成情報は、前記第１のＵＥグループのＵＥによって使用されるべきフレー
ムフォーマットパラメータのセットの第１のサブセットを備え、前記第２の構成情報は、
前記第２のＵＥグループのＵＥによって使用されるべきフレームフォーマットパラメータ
の前記セットの第２のサブセットを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　フレームフォーマットパラメータの前記セットの前記第１のサブセットとフレームフォ
ーマットパラメータの前記セットの前記第２のサブセットとのマッピングは、無線リソー
ス制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して前記第１のＵＥグループと前記第２のＵＥグルー
プとに与えられる、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記送信することは、
　前記第１の構成情報と前記第２の構成情報とをブロックコーディングすること、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記送信することは、
　前記第１の構成情報のための第１の巡回冗長検査（ＣＲＣ）と、前記第２の構成情報の
ための第２のＣＲＣとを計算することと、
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　前記第１の構成情報に前記第１のＣＲＣを付加し、前記第２の構成情報に前記第２のＣ
ＲＣを付加することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記送信することは、
　前記第１のＵＥグループに割り当てられた第１の無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴ
Ｉ）を用いて前記第１のＣＲＣをスクランブルすることと、前記第２のＵＥグループに割
り当てられた第２のＲＮＴＩを用いて前記第２のＣＲＣをスクランブルすることと、
　をさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１の構成情報は、現在サブフレームと少なくとも１つの後続のサブフレームとの
ための情報を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１の構成情報は、前記第１の構成情報のサイズを示すヘッダをさらに備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１の構成情報は、２つまたはそれ以上のサブフレーム間の電力変動を示すための
電力変動情報をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　１つまたは複数のサブフレームのためのフレームフォーマット情報を含んでいる、競合
ベースの共有無線周波数スペクトル帯域上のチャネルのワイヤレスリソースのセットのサ
ブセットを識別する構成情報を受信することと、前記フレームフォーマット情報は、前記
競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域を使用するワイヤレス通信のための１つまた
は複数のパラメータを備え、
　ワイヤレスリソースの前記セットの前記識別されたサブセットを監視することと、
　ワイヤレスリソースの前記セットの前記識別されたサブセット上で前記フレームフォー
マット情報を、基地局から受信することと、
　を備え、
　前記識別されたサブセットは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケー
タチャネル（ＰＨＩＣＨ）リソースと、物理制御フォーマットインジケータチャネル（Ｐ
ＣＦＩＣＨ）リソースと、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）と、のうちの少
なくとも２つを備える、方法。
【請求項１７】
　前記チャネルは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（
ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組合せを備える、請求項１６に記
載の方法。
【請求項１８】
　前記フレームフォーマット情報の第１の部分は前記ＰＨＩＣＨ上で受信され、前記フレ
ームフォーマット情報の第２の部分は前記ＰＣＦＩＣＨおよび前記ＰＤＣＣＨ上で受信さ
れる、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記構成情報は、前記基地局から無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して受
信される、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記フレームフォーマット情報は、マルチメディアブロードキャスト単一周波数ネット
ワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームタイプパラメータ、部分サブフレーム情報パラメータ
、ダウンリンク／アップリンク構成パラメータ、ダウンリンク送信バースト長パラメータ
、アップリンク送信のための持続時間パラメータ、ＵＥがダウンリンク送信を監視するこ
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とを停止する持続時間パラメータ、基準信号電力変動パラメータ、非周期的ＣＳＩ－ＲＳ
存在パラメータまたは発見基準信号（ＤＲＳ）存在指示および構成、システム情報存在パ
ラメータ、あるいは非監視サブフレームパラメータのうちの１つまたは複数を備える、請
求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　　プロセッサと、
　　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　を備え、前記プロセッサおよび前記メモリは、
　　第１のユーザ機器（ＵＥ）グループに第１の構成情報をシグナリングするための、競
合ベースの共有無線周波数スペクトル上のチャネルのワイヤレスリソースの第１のサブセ
ットを識別することと、
　　第２のＵＥグループに第２の構成情報をシグナリングするための、前記競合ベースの
共有無線周波数スペクトル帯域上の前記チャネルのワイヤレスリソースの第２のサブセッ
トを識別することと、前記競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域を使用するワイヤ
レス通信を実行するために、前記第１の構成情報は前記第１のＵＥグループのための１つ
または複数のパラメータを含み、および前記第２の構成情報は前記第２のＵＥグループの
ための１つまたは複数のパラメータを含み、
　　ワイヤレスリソースの前記第１のサブセットを使用して、前記第１のＵＥグループに
前記第１の構成情報を送信し、ワイヤレスリソースの前記第２のサブセットを使用して、
前記第２のＵＥグループに前記第２の構成情報を送信することと、
　を行うように構成され、
　ワイヤレスリソースの前記第１のサブセットは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡ
ＲＱ）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）リソースを備え、
　ワイヤレスリソースの前記第２のサブセットは、物理制御フォーマットインジケータチ
ャネル（ＰＣＦＩＣＨ）リソースを備える、装置。
【請求項２２】
　前記チャネルは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（
ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組合せを備える、請求項２１に記
載の装置。
【請求項２３】
　前記第１の構成情報は、前記ＰＨＩＣＨを使用してシグナリングされ、前記第２の構成
情報は、前記ＰＣＦＩＣＨおよび前記ＰＤＣＣＨを使用してシグナリングされる、請求項
２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記プロセッサおよび前記メモリは、ワイヤレスリソースの前記第１のサブセットまた
はワイヤレスリソースの前記第２のサブセットのうちの１つを監視するようにＵＥを構成
すること、
　を行うようにさらに構成される、請求項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　前記プロセッサおよび前記メモリは、前記ＵＥがワイヤレスリソースの前記第１のサブ
セットまたはワイヤレスリソースの前記第２のサブセットのうちのどちらを監視すべきで
あるかを示す無線リソース制御（ＲＲＣ）情報を、前記ＵＥに送信すること、
　を行うようにさらに構成される、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記第１の構成情報は、フレームフォーマットパラメータのセットを備え、前記第２の
構成情報は、異なるパラメータ値を有する、フレームフォーマットパラメータの前記セッ
トと重複する少なくとも１つのパラメータを備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２７】
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　ユーザ機器におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　　プロセッサと、
　　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　を備え、前記プロセッサおよびメモリは、
　　１つまたは複数のサブフレームのためのフレームフォーマット情報を含んでいる、競
合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域上のチャネルのワイヤレスリソースのセットの
サブセットを識別する構成情報を受信することと、前記フレームフォーマット情報は、前
記競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域を使用するワイヤレス通信のための１つま
たは複数のパラメータを備え、
　　ワイヤレスリソースの前記セットの前記識別されたサブセットを監視することと、
　　ワイヤレスリソースの前記セットの前記識別されたサブセット上で前記フレームフォ
ーマット情報を、基地局から受信することと、
　を行うように構成され、
　前記識別されたサブセットは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケー
タチャネル（ＰＨＩＣＨ）リソースと、物理制御フォーマットインジケータチャネル（Ｐ
ＣＦＩＣＨ）リソースと、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）と、のうちの少
なくとも２つを備える、装置。
【請求項２８】
　前記チャネルは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（
ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組合せを備える、請求項２７に記
載の装置。
【請求項２９】
　前記フレームフォーマット情報の第１の部分は前記ＰＨＩＣＨ上で受信され、前記フレ
ームフォーマット情報の第２の部分は前記ＰＣＦＩＣＨおよび前記ＰＤＣＣＨ上で受信さ
れる、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記構成情報は、前記基地局から無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して受
信される、請求項２７に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
相互参照
　本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１６年１１月９日に出願され
た、「Physical Layer Signaling Techniques in Wireless Communications Systems」と
題する、Ｙｅｒｒａｍａｌｌｉらによる米国特許出願第１５／３４７，３８２号、および
２０１５年１１月１４日に出願された、「Physical Layer Signaling Techniques in Wir
eless Communications Systems」と題する、Ｙｅｒｒａｍａｌｌｉらによる米国仮特許出
願第６２／２５５，３９４号の優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、共有無線周波数
スペクトル帯域および専用無線周波数スペクトル帯域中で物理レイヤパラメータをシグナ
リングするための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなど、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
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元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器（Ｕ
Ｅ）デバイスとして知られる、複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポート
する、いくつかの基地局を含み得る。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥへの送信の
ために）ダウンリンクチャネル上でＵＥと通信し、（たとえば、ＵＥから基地局への送信
のために）アップリンクチャネル上でＵＥと通信し得る。
【０００５】
　[0005]いくつかの通信モードは、セルラーネットワークの共有無線周波数スペクトル帯
域中の、または異なる無線周波数スペクトル帯域中の（たとえば、専用無線周波数スペク
トル帯域および共有無線周波数スペクトル帯域中の）基地局とＵＥとの間の通信を可能に
し得る。しかしながら、１つのパブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ：publ
ic land mobile network）のデバイスによる使用のために割り振られ、あらかじめ決定さ
れた（またはすべての）時間においてＰＬＭＮの基地局またはＵＥにとって利用可能であ
り得る専用無線周波数スペクトル帯域中のキャリアとは対照的に、共有無線周波数スペク
トル帯域中のキャリアは、ＰＬＭＮのデバイスによる使用のために間欠的に利用可能であ
り得る。この間欠的利用可能性は、ＰＬＭＮのデバイス、１つまたは複数の他のＰＬＭＮ
のデバイス、および／または他のデバイス（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デバイス
）間の、共有無線周波数スペクトル帯域のキャリアへのアクセスのための競合の結果であ
り得る。いくつかの無線フレームの場合は、ＰＬＭＮのデバイスが、共有無線周波数スペ
クトル帯域中のキャリアへのアクセスを求める競合に勝ち得るが、他の無線フレームの場
合は、そのデバイスが、共有無線周波数スペクトル帯域中のキャリアへのアクセスを求め
る競合に勝たないことがある。
【０００６】
　[0006]共有無線周波数スペクトル帯域中のキャリアの間欠的利用可能性のために、基地
局およびＵＥは、共有無線周波数スペクトル帯域の他のユーザとの共存における公平性を
与え、依然として、信頼できる通信を与える、技法を使用し得る。たとえば、そのような
技法は、専用無線周波数スペクトル帯域を使用して何らかの情報または何らかのタイプの
無線フレームを送信することと、共有無線周波数スペクトル帯域を使用して他の情報（た
とえば、より低い優先度の情報）または無線フレームを送信することとを含み得る。その
ような技法は認可支援アクセス（ＬＡＡ：License-Assisted Access）と呼ばれることが
あり、いくつかのシステムでは、システム効率を向上させるために、専用無線周波数スペ
クトル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域の一方または両方に関連するいくつかの
パラメータを周期的に調整することが望ましいことがある。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、共有無線
周波数スペクトル帯域および専用無線周波数スペクトル帯域中で物理レイヤパラメータを
シグナリングするための技法に関する。前に示されたように、いくつかの場合には、ユー
ザ機器（ＵＥ）と基地局との間のワイヤレス送信のための１つまたは複数のパラメータを
調整することが望ましいことがある。しかしながら、ロングタームエボリューション（Ｌ
ＴＥ（登録商標））およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）によって現在使用されるシ
グナリング機構は、たとえば、サブフレームごとになど、周期的に変動し得る物理レイヤ
パラメータをＵＥが通知されることを可能にしないことがある。
【０００８】
　[0008]本開示で説明される技法は、共有無線周波数スペクトル帯域または専用無線周波
数スペクトル帯域（または任意の利用可能な無線周波数スペクトル帯域）中での物理レイ
ヤパラメータのシグナリングを可能にする。いくつかの例では、１つまたは複数の物理レ
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イヤチャネルが、物理レイヤパラメータを送信するために再利用され得、（１つまたは複
数の）チャネルの異なる部分が、ＵＥの異なるグループのための物理レイヤ情報を搬送し
得る。基地局は、ＵＥグループに基づいて（１つまたは複数の）チャネルの構成された部
分を監視するＵＥグループに、（たとえば、ＵＥ能力または送信されているデータのタイ
プに基づいて）ＵＥを構成し得る。このようにして、基地局は、１つまたは複数のサブフ
レームについてワイヤレス通信を受信するためにＵＥによって受信され得る物理レイヤパ
ラメータを送信し得る。いくつかの例では、基地局は、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグ
ナリングを介してＵＥを構成し得、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケ
ータチャネル（ＰＨＩＣＨ：physical HARQ indicator channel）、物理制御フォーマッ
トインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：physical control format indicator channel
）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink control channel
）、またはそれらの組合せを使用して監視されるべき物理レイヤパラメータを送信し得る
。
【０００９】
　[0009]一例では、ワイヤレス通信のための方法が説明される。本方法は、第１のユーザ
機器（ＵＥ）グループに第１の構成情報をシグナリングするためのチャネルのワイヤレス
リソースの第１のサブセットを識別することと、第２のＵＥグループに第２の構成情報を
シグナリングするためのチャネルのワイヤレスリソースの第２のサブセットを識別するこ
とと、第１の構成情報および第２の構成情報が、共有無線周波数スペクトル帯域を使用す
るワイヤレス通信のための１つまたは複数のパラメータを含む、ワイヤレスリソースの第
１のサブセットを使用して第１の構成情報を送信し、ワイヤレスリソースの第２のサブセ
ットを使用して第２の構成情報を送信することとを含み得る。
【００１０】
　[0010]本方法のいくつかの例では、チャネルは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡ
ＲＱ）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネ
ル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組
合せを含み得る。いくつかの例では、第１の構成情報は、ＰＨＩＣＨを使用してシグナリ
ングされ得、第２の構成情報は、ＰＣＦＩＣＨまたはＰＤＣＣＨのうちの１つまたは複数
を使用してシグナリングされ得る。
【００１１】
　[0011]追加または代替として、本方法は、ワイヤレスリソースの第１のサブセットまた
はワイヤレスリソースの第２のサブセットのうちの１つを監視するようにＵＥを構成する
ことをも与え得る。ＵＥを構成することは、いくつかの例では、ＵＥがワイヤレスリソー
スの第１のサブセットまたはワイヤレスリソースの第２のサブセットのうちのどちらを監
視すべきであるかを示す無線リソース制御（ＲＲＣ）情報を、ＵＥに送信することをさら
に含み得る。
【００１２】
　[0012]本方法のいくつかの例では、第１の構成情報はフレームフォーマットパラメータ
のセットを含み得、第２の構成情報は、異なるパラメータ値を有する、フレームフォーマ
ットパラメータのセットと重複する少なくとも１つのパラメータを含み得る。フレームフ
ォーマットパラメータのセットは、たとえば、マルチメディアブロードキャスト単一周波
数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームタイプパラメータ、部分サブフレーム情報パ
ラメータ、ダウンリンク／アップリンク構成パラメータ、ダウンリンク送信バースト長パ
ラメータ、アップリンク送信のための持続時間パラメータ（time duration for uplink t
ransmissions parameter）、ＵＥがダウンリンク送信を監視することを停止する持続時間
のパラメータ（time duration for which a UE stops monitoring downlink transmissio
ns parameter）、基準信号電力変動パラメータ、非周期的チャネル状態情報－基準信号（
ＣＳＩ－ＲＳ）存在パラメータ（aperiodic channel state information-reference sign
al(CSI-RS)presence parameter）または発見基準信号（ＤＲＳ）存在指示および構成、シ
ステム情報存在パラメータ、あるいは非監視サブフレームパラメータ（do not monitor s
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ubframe parameter）のうちの１つまたは複数を含み得る。
【００１３】
　[0013]本方法のいくつかの例では、第１の構成情報は、第１のＵＥグループのＵＥによ
って使用されるべきフレームフォーマットパラメータのセットの第１のサブセットを含み
得、第２の構成情報は、第２のＵＥグループのＵＥによって使用されるべきフレームフォ
ーマットパラメータのセットの第２のサブセットを含み得る。いくつかの例によれば、フ
レームフォーマットパラメータのセットの第１のサブセットとフレームフォーマットパラ
メータのセットの第２のサブセットとのマッピングが、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグ
ナリングを介して第１のＵＥグループと第２のＵＥグループとに与えられ得る。
【００１４】
　[0014]本方法のいくつかの例では、第１の構成情報と第２の構成情報とのブロックコー
ディングが与えられ得る。いくつかの例では、第１の構成情報について第１の巡回冗長検
査（ＣＲＣ）が計算され得、第２の構成情報について第２のＣＲＣが計算され得、第１の
ＣＲＣは第１の構成情報に付加され得、第２のＣＲＣは第２の構成情報に付加され得る。
送信することは、いくつかの例では、第１のＵＥグループに割り当てられた第１の無線ネ
ットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を用いて第１のＣＲＣをスクランブルすることと、第
２のＵＥグループに割り当てられた第２のＲＮＴＩを用いて第２のＣＲＣをスクランブル
することとをさらに含み得る。
【００１５】
　[0015]本方法のいくつかの例では、第１の構成情報は、現在サブフレームと少なくとも
１つの後続のサブフレームとのための情報を含み得る。追加または代替として、第１の構
成情報は、第１の構成情報のサイズを示すヘッダをさらに含み得る。追加または代替とし
て、第１の構成情報は、２つまたはそれ以上のサブフレーム間の電力変動を示すための電
力変動情報をさらに含み得る。
【００１６】
　[0016]一例では、ワイヤレス通信のための方法が説明される。本方法は、１つまたは複
数のサブフレームのためのフレームフォーマット情報を含んでいるチャネルのワイヤレス
リソースのセットのサブセットを識別する構成情報を受信すること、フレームフォーマッ
ト情報が、共有無線周波数スペクトル帯域を使用するワイヤレス通信のための１つまたは
複数のパラメータを備え、と、ワイヤレスリソースのセットのサブセットを監視すること
と、ワイヤレスリソースのセットのサブセット上でフレームフォーマット情報を受信する
ことと、を含み得る。
【００１７】
　[0017]本方法のいくつかの例では、チャネルは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡ
ＲＱ）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネ
ル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組
合せを含み得る。いくつかの例では、フレームフォーマット情報の第１の部分がＰＨＩＣ
Ｈ上で受信され得、フレームフォーマット情報の第２の部分がＰＣＦＩＣＨまたはＰＤＣ
ＣＨ上で受信され得る。
【００１８】
　[0018]本方法のいくつかの例では、構成情報は、基地局から無線リソース制御（ＲＲＣ
）シグナリングを介して受信され得る。いくつかの例では、フレームフォーマット情報は
、マルチメディアブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレーム
タイプパラメータ、部分サブフレーム情報パラメータ、ダウンリンク／アップリンク構成
パラメータ、ダウンリンク送信バースト長パラメータ、アップリンク送信のための持続時
間パラメータ、ＵＥがダウンリンク送信を監視することを停止する持続時間のパラメータ
、基準信号電力変動パラメータ、非周期的チャネル状態情報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）
存在パラメータまたは発見基準信号（ＤＲＳ）存在指示および構成、システム情報存在パ
ラメータ、あるいは非監視サブフレームパラメータのうちの１つまたは複数を含み得る。
【００１９】
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　[0019]一例では、ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、プロセッサと
、プロセッサと電子通信しているメモリとを含み得る。プロセッサおよびメモリは、第１
のユーザ機器（ＵＥ）グループに第１の構成情報をシグナリングするためのチャネルのワ
イヤレスリソースの第１のサブセットを識別することと、第２のＵＥグループに第２の構
成情報をシグナリングするためのチャネルのワイヤレスリソースの第２のサブセットを識
別することと、第１の構成情報および第２の構成情報が、共有無線周波数スペクトル帯域
を使用するワイヤレス通信のための１つまたは複数のパラメータを含む、ワイヤレスリソ
ースの第１のサブセットを使用して第１の構成情報を送信し、ワイヤレスリソースの第２
のサブセットを使用して第２の構成情報を送信することとを行うように構成され得る。
【００２０】
　[0020]本装置のいくつかの例では、チャネルは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡ
ＲＱ）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネ
ル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組
合せを含み得る。いくつかの例では、第１の構成情報は、ＰＨＩＣＨを使用してシグナリ
ングされ得、第２の構成情報は、ＰＣＦＩＣＨまたはＰＤＣＣＨのうちの１つまたは複数
を使用してシグナリングされ得る。
【００２１】
　[0021]追加または代替として、本装置は、ワイヤレスリソースの第１のサブセットまた
はワイヤレスリソースの第２のサブセットのうちの１つを監視するようにＵＥを構成する
ことをも与え得る。ＵＥを構成することは、いくつかの例では、ＵＥがワイヤレスリソー
スの第１のサブセットまたはワイヤレスリソースの第２のサブセットのうちのどちらを監
視すべきであるかを示す無線リソース制御（ＲＲＣ）情報を、ＵＥに送信することをさら
に含み得る。
【００２２】
　[0022]本装置のいくつかの例では、第１の構成情報はフレームフォーマットパラメータ
のセットを含み得、第２の構成情報は、異なるパラメータ値を有する、フレームフォーマ
ットパラメータのセットと重複する少なくとも１つのパラメータを含み得る。
【００２３】
　[0023]一例では、ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、プロセッサと
、プロセッサと電子通信しているメモリとを含み得る。プロセッサ及びメモリは、１つま
たは複数のサブフレームのためのフレームフォーマット情報を含んでいるチャネルのワイ
ヤレスリソースのセットのサブセットを識別する構成情報を受信すること、フレームフォ
ーマット情報が、共有無線周波数スペクトル帯域を使用するワイヤレス通信のための１つ
または複数のパラメータを備え、と、ワイヤレスリソースのセットのサブセットを監視す
ることと、ワイヤレスリソースのセットのサブセット上でフレームフォーマット情報を受
信することとを行うように構成される。
【００２４】
　[0024]本装置のいくつかの例では、チャネルは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡ
ＲＱ）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネ
ル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組
合せを含み得る。いくつかの例では、フレームフォーマット情報の第１の部分がＰＨＩＣ
Ｈ上で受信され得、フレームフォーマット情報の第２の部分がＰＣＦＩＣＨまたはＰＤＣ
ＣＨ上で受信され得る。本装置のいくつかの例では、構成情報は、基地局から無線リソー
ス制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して受信され得る。
【００２５】
　[0025]上記は、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本開
示による例の特徴および技術的利点についてやや広く概説した。追加の特徴および利点が
以下で説明される。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行するための
他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な
構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示される概念の特性、それ
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らの編成と動作方法の両方は、関連する利点とともに、添付の図に関連して以下の説明を
検討するとより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明の目的でのみ与えられる
ものであり、特許請求の範囲の制限の定義として与えられるものではない。
【００２６】
　[0026]本開示の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによって
実現され得る。添付の図では、同様の構成要素または機能は同じ参照ラベルを有し得る。
さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様
の構成要素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参
照ラベルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかか
わらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】[0027]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0028]本開示の様々な態様による、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが、共有無線周波数スペ
クトル帯域を使用して認可支援アクセス（ＬＡＡ）キャリアアグリゲーション（ＣＡ）モ
ードの下で展開され得るワイヤレス通信システムを示す図。
【図３Ａ】[0029]本開示の様々な態様による、ＬＡＡ送信のための構成パラメータの送信
のための物理チャネルのリソースの一例を示す図。
【図３Ｂ】[0030]本開示の様々な態様による、ＬＡＡ送信のための構成パラメータの送信
のための物理チャネルのリソースの別の例を示す図。
【図４】[0031]本開示の様々な態様による、構成情報の物理チャネル送信を使用して送信
される、ヘッダと巡回冗長検査（ＣＲＣ）とを含む情報を示す図。
【図５】[0032]本開示の様々な態様による、基地局が第１のＵＥと第２のＵＥとに物理レ
イヤリソースのための構成情報を送信し得る、メッセージフローを示す図。
【図６】[0033]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置
のブロック図。
【図７】[0034]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置
のブロック図。
【図８】[0035]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置
のブロック図。
【図９】[0036]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置
のブロック図。
【図１０】[0037]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基
地局（たとえば、ｅＮＢの一部または全部を形成する基地局）のブロック図。
【図１１】[0038]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのＵ
Ｅのブロック図。
【図１２】[0039]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示す
フローチャート。
【図１３】[0040]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示す
フローチャート。
【図１４】[0041]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示す
フローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　[0042]共有無線周波数スペクトル帯域がワイヤレス通信システム上での通信の少なくと
も一部分のために使用される技法が説明される。いくつかの例では、共有無線周波数スペ
クトル帯域はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。共有無線周波数スペクトル
帯域は、専用無線周波数スペクトル帯域と組み合わせて、またはそれとは無関係に使用さ
れ得る。専用無線周波数スペクトル帯域は、送信装置がそれのためにアクセスを求めて競
合しないことがある、無線周波数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信の
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ために使用可能な認可無線周波数スペクトル帯域など、特定の使用のための特定のユーザ
に認可された無線周波数スペクトル帯域）を含み得る。共有無線周波数スペクトル帯域は
、送信装置がそれのためにアクセスを求めて競合し得る、無線周波数スペクトル帯域（た
とえば、Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無認可使用のために利用可能である無線周波数スペクトル
帯域、異なる無線アクセス技術による使用のために利用可能である無線周波数スペクトル
帯域、あるいは等しく共有されるかまたは優先度を付けられた様式で複数の事業者が使用
するために利用可能である無線周波数スペクトル帯域）を含み得る。
【００２９】
　[0043]専用無線周波数スペクトル帯域を使用するセルラーネットワークにおけるデータ
トラフィックの増加とともに、少なくとも一部のデータトラフィックの、共有無線周波数
スペクトル帯域へのオフローディングは、セルラー事業者（たとえば、ＰＬＭＮまたはＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークなどのセルラーネットワークを画定する基地局の協調セッ
トの事業者）に拡張データ送信容量のための機会を与え得る。共有無線周波数スペクトル
帯域の使用はまた、専用無線周波数スペクトル帯域へのアクセスが利用不可能であるエリ
ア中でサービスを与え得る。
【００３０】
　[0044]デバイスが、専用無線周波数スペクトル帯域と共有無線周波数スペクトル帯域の
両方を使用し得るので、本開示の態様で説明される基地局およびＵＥは、共有無線周波数
スペクトル帯域の他のユーザとの拡張共存と、拡張システム動作と、低減されたＵＥ電力
消費とを与えるための技法を使用し得る。本開示は、共有無線周波数スペクトル帯域およ
び専用無線周波数スペクトル帯域中で物理レイヤパラメータをシグナリングするための技
法を提供する。前に示されたように、いくつかの場合には、ユーザ機器（ＵＥ）と基地局
との間のワイヤレス送信のための１つまたは複数のパラメータを調整することが望ましい
ことがある。しかしながら、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアド
バンスト（ＬＴＥ－Ａ）によって現在使用されるシグナリング機構は、たとえば、サブフ
レームごとに変動し得る物理レイヤパラメータをＵＥが通知されることを可能にしないこ
とがある。
【００３１】
　[0045]本開示で説明される技法は、共有無線周波数スペクトル帯域または専用無線周波
数スペクトル帯域（または任意の利用可能な無線周波数スペクトル帯域）中での物理レイ
ヤパラメータのシグナリングを可能にする。いくつかの例では、１つまたは複数の物理レ
イヤチャネルが、物理レイヤパラメータを送信するために使用され得、（１つまたは複数
の）チャネルの異なる部分が、ＵＥの異なるグループのための物理レイヤ情報を搬送し得
る。基地局は、（たとえば、ＵＥ能力または送信されているデータのタイプに基づいて）
ＵＥを、（１つまたは複数の）チャネルの構成された部分を監視するＵＥグループに、当
該ＵＥグループに基づいて構成し得る。このようにして、基地局は、１つまたは複数のサ
ブフレームについてワイヤレス通信を受信するためにＵＥによって受信され得る物理レイ
ヤパラメータを送信し得る。いくつかの例では、基地局は、無線リソース制御（ＲＲＣ）
シグナリングを介してＵＥを構成し得、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）イン
ジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦ
ＩＣＨ）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組合せを使用
して監視されるべき物理レイヤパラメータを送信し得る。
【００３２】
　[0046]以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用
可能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明さ
れる要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に様々なプロシ
ージャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、説明される方法は、
説明される順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加、省略、または組み
合わせられ得る。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例において組み合
わせられ得る。
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【００３３】
　[0047]図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、ＵＥ１１５と、コアネットワー
ク１３０とを含み得る。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証と、アクセス許可と、ト
ラッキングと、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性と、他のアクセス、ルーティン
グ、またはモビリティ機能とを与え得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２（
たとえば、Ｓ１など）を通してコアネットワーク１３０とインターフェースし得、ＵＥ１
１５との通信のための無線構成およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コ
ントローラ（図示せず）の制御下で動作し得る。様々な例では、基地局１０５は、ワイヤ
ードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ１
など）を介して、直接的または間接的のいずれかで（たとえば、コアネットワーク１３０
を通して）、互いと通信し得る。
【００３４】
　[0048]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１
１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの例では、基地局１０５は、基地トランシー
バ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮ
Ｂ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれるこ
とがある。基地局１０５のための地理的カバレージエリア１１０は、カバレージエリアの
一部分を構成するセクタに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システム１００は
、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基地局またはスモールセル基地局）を
含み得る。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリア１１０があり得る。
【００３５】
　[0049]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネット
ワークを含み得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）と
いう用語は、基地局１０５を表すために使用され得、ＵＥという用語は、ＵＥ１１５を表
すために使用され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々
な地理的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。
たとえば、各ｅＮＢまたは基地局１０５は、マクロセル、スモールセル、または他のタイ
プのセルに通信カバレージを与え得る。「セル」という用語は、コンテキストに応じて、
基地局、基地局に関連するキャリアまたはコンポーネントキャリア、あるいはキャリアま
たは基地局のカバレージエリア（たとえば、セクタなど）を表すために使用され得る３Ｇ
ＰＰ（登録商標）用語である。
【００３６】
　[0050]マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）を
カバーし得、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセ
スを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、マクロセルと同じまたは異
なる（たとえば、認可、共有などの）無線周波数スペクトル帯域中で動作し得る低電力基
地局であり得る。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセルとフェムトセルとマイク
ロセルとを含み得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、ネットワー
クプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。また
、フェムトセルは、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）を同じくカバーし得、
フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed s
ubscriber group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセ
スを与え得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモー
ルセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホー
ムｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、
４つなどの）セル（たとえば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。
【００３７】
　[0051]ワイヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。
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同期動作の場合、基地局は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信
は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、基地局は異なるフレームタイミン
グを有し得、異なる基地局からの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で説
明される技法は、同期動作または非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【００３８】
　[0052]様々な開示される例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化
プロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。ユーザプ
レーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：Pack
et Data Convergence Protocol）レイヤにおける通信はＩＰベースであり得る。ＲＬＣレ
イヤが、論理チャネル上で通信するために、パケットセグメンテーションおよびリアセン
ブリを実行し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤが、優先度処理と、トランスポー
トチャネルへの論理チャネルの多重化とを実行し得る。ＭＡＣレイヤはまた、リンク効率
を改善するために、ＭＡＣレイヤにおける再送信を行うためにハイブリッドＡＲＱ（ＨＡ
ＲＱ：Hybrid ARQ）を使用し得る。制御プレーンでは、ＲＲＣプロトコルレイヤが、ユー
ザプレーンデータのための無線ベアラをサポートする、ＵＥ１１５と基地局１０５または
コアネットワーク１３０との間のＲＲＣ接続の確立と構成と保守とを行い得る。物理（Ｐ
ＨＹ）レイヤにおいて、トランスポートチャネルは物理チャネルにマッピングされ得る。
本開示の様々な態様によれば、基地局１０５は、ＰＨＹレイヤパラメータに関係する情報
を１つまたは複数のＵＥ１１５にシグナリングし得る。そのようなＰＨＹレイヤパラメー
タは、たとえば、共有無線周波数スペクトル帯域または専用無線周波数スペクトル帯域上
でのいくつかの送信のための送信電力を変動させることと、無線周波数スペクトル帯域を
使用して部分サブフレームを送信することと、アップリンク／ダウンリンク構成を変更す
ることと、ＵＥ１１５がダウンリンク送信を監視しないことがある持続時間を変更するこ
ととを含み得る。いくつかの例では、ＰＨＹレイヤパラメータは、ＵＥ１１５がＰＨＹレ
イヤ特性を決定するために監視し得る物理レイヤチャネル中でシグナリングされ得る。
【００３９】
　[0053]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定または移動であり得る。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、モバイルユニ
ット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワ
イヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、ア
クセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエー
ジェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語をも含
むか、あるいはそのように当業者によって呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラー
フォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンド
ヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォ
ン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ス
モールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク
機器と通信することが可能であり得る。
【００４０】
　[0054]ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク１２５は、基地局１０
５からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信、またはＵＥ１１５から基地局１０５へ
のアップリンク（ＵＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれ
ることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。
【００４１】
　[0055]いくつかの例では、各通信リンク１２５は１つまたは複数のキャリアを含み得、
ここで、各キャリアは、上記で説明された様々な無線技術に従って変調された複数のサブ
キャリア（たとえば、異なる周波数の波形信号）からなる信号であり得る。各被変調信号
は、異なるサブキャリア上で送られ得、（本開示におけるいくつかの場合には「データ」
と総称される）制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情
報、ユーザデータなどを搬送し得る。通信リンク１２５は、周波数領域複信（ＦＤＤ：fr
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equency domain duplexing）動作を使用して（たとえば、対スペクトルリソース（paired
 spectrum resources）を使用して）、または時間領域複信（ＴＤＤ：time domain duple
xing）動作を使用して（たとえば、不対スペクトルリソース（unpaired spectrum resour
ces）を使用して）双方向通信を送信し得る。ＦＤＤ動作のためのフレーム構造（たとえ
ば、フレーム構造タイプ１）とＴＤＤ動作のためのフレーム構造（たとえば、フレーム構
造タイプ２）とが定義され得る。
【００４２】
　[0056]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの例では、基地局１０５またはＵＥ１
１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信品質と信頼性とを改善するために、アン
テナダイバーシティ方式を採用するために複数のアンテナを含み得る。追加または代替と
して、基地局１０５またはＵＥ１１５は、同じまたは異なるコード化データを搬送する複
数の空間レイヤを送信するために、マルチパス環境を利用し得る多入力多出力（ＭＩＭＯ
）技法を採用し得る。
【００４３】
　[0057]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、すな
わち、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはデュアル接続性動作と呼ばれることがあ
る特徴をサポートし得る。キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャ
ネルなどと呼ばれることもある。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」
、および「チャネル」という用語は、本明細書では互換的に使用され得る。キャリアアグ
リゲーションは、ＦＤＤコンポーネントキャリアとＴＤＤコンポーネントキャリアの両方
とともに使用され得る。
【００４４】
　[0058]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、ＵＥ１１５は、キャリアアグリゲーショ
ンモードまたはデュアル接続性モードで動作しているとき、最高５つのコンポーネントキ
ャリア（ＣＣ）を使用して通信するように構成され得る。ＣＣのうちの１つまたは複数は
ＤＬ　ＣＣとして構成され得、ＣＣのうちの１つまたは複数はＵＬ　ＣＣとして構成され
得る。また、ＵＥ１１５に割り振られたＣＣのうちの１つは１次ＣＣ（ＰＣＣ）として構
成され得、ＵＥ１１５に割り振られた残りのＣＣは、２次ＣＣ（ＳＣＣ）として構成され
得る。
【００４５】
　[0059]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、専用無線周波数スペクト
ル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域が、特定の使用のために特定のユーザに認
可されているので、送信装置がそれのためにアクセスを求めて競合しないことがある、無
線周波数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認可無
線周波数スペクトル帯域））、または共有無線周波数スペクトル帯域（たとえば、送信装
置がそれのためにアクセスを求めて競合し得る、無線周波数スペクトル帯域（たとえば、
Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無認可使用のために利用可能である無線周波数スペクトル帯域、異
なる無線アクセス技術による使用のために利用可能である無線周波数スペクトル帯域、あ
るいは等しく共有されるかまたは優先度を付けられた様式で複数の事業者が使用するため
に利用可能である無線周波数スペクトル帯域））上での動作をサポートし得る。共有無線
周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つと、送信装置（たとえば、基地局
１０５またはＵＥ１１５）は、共有無線周波数スペクトル帯域上で１つまたは複数のチャ
ネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ：channel usage beacon signal）を送信し得る。ＣＵ
ＢＳは、共有無線周波数スペクトル帯域上で検出可能なエネルギーを与えることによって
、共有無線周波数スペクトル帯域を予約し得る。ＣＵＢＳはまた、送信装置を識別するよ
うに働くか、または送信装置と受信装置とを同期させるように働き得る。
【００４６】
　[0060]前に示されたように、いくつかの状況では、ＵＥ１１５と基地局１０５との間の
ワイヤレス送信のための１つまたは複数のパラメータを調整することが望ましいことがあ
る。本明細書で説明される様々な技法は、共有無線周波数スペクトル帯域または専用無線
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周波数スペクトル帯域（または任意の利用可能な無線周波数スペクトル帯域）中での物理
レイヤパラメータのシグナリングを可能にする。いくつかの例では、１つまたは複数の物
理レイヤチャネルが、物理レイヤパラメータを送信するために再利用され得、（１つまた
は複数の）チャネルの異なる部分が、ＵＥ１１５の異なるグループのための物理レイヤ情
報を搬送し得る。基地局１０５は、ＵＥグループに基づいて（１つまたは複数の）チャネ
ルの構成された部分を監視する当該ＵＥグループに、（たとえば、ＵＥ能力または送信さ
れているデータのタイプに基づいて）ＵＥ１１５を構成し得る。このようにして、基地局
１０５は、１つまたは複数のサブフレームについてワイヤレス通信を受信するためにＵＥ
１１５によって受信され得る物理レイヤパラメータを送信し得る。いくつかの例では、基
地局１０５は、ＲＲＣシグナリングを介してＵＥ１１５を構成し得、物理ハイブリッド自
動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットイ
ンジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、
またはそれらの組合せを使用して監視されるべき物理レイヤパラメータを送信し得る。
【００４７】
　[0061]図２は、本開示の様々な態様による、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが、共有無線周波数ス
ペクトル帯域を使用して認可支援アクセス（ＬＡＡ：licensed-assisted access）キャリ
アアグリゲーション（ＣＡ）モードの下で展開され得るワイヤレス通信システム２００を
示す。ワイヤレス通信システム２００は、図１を参照しながら説明されたワイヤレス通信
システム１００の部分の一例であり得る。その上、基地局２０５は、図１を参照しながら
説明された基地局１０５のうちの１つまたは複数の態様の一例であり得、ＵＥ２１５は、
図１を参照しながら説明されたＵＥ１１５のうちの１つまたは複数の態様の例であり得る
。
【００４８】
　[0062]ワイヤレス通信システム２００におけるＬＡＡ　ＣＡモードの一例では、基地局
２０５は、第１の双方向リンク２３０を使用してＵＥ２１５にＯＦＤＭＡ波形を送信し得
、第１の双方向リンク２３０を使用してＵＥ２１５からＯＦＤＭＡ波形、シングルキャリ
ア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）波形、またはリソースブロックインターリーブ
ＦＤＭＡ波形を受信し得る。第１の双方向リンク２３０は、共有無線周波数スペクトル帯
域中の周波数Ｆ１に関連し得る。共有無線周波数スペクトル帯域は、送信装置がそれのた
めにアクセスを求めて競合し得る、無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ使
用など、無認可使用のために利用可能である無線周波数スペクトル帯域、異なる無線アク
セス技術による使用のために利用可能である無線周波数スペクトル帯域、あるいは等しく
共有されるかまたは優先度を付けられた様式で複数の事業者が使用するために利用可能で
ある無線周波数スペクトル帯域）を含み得る。基地局２０５はまた、第２の双方向リンク
２３５を使用してＵＥ２１５にＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第２の双方向リンク２３５を
使用してＵＥ２１５からＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信し得る。第２の双方向リンク２３５は
、専用無線周波数スペクトル帯域中の周波数Ｆ２に関連し得る。専用無線周波数スペクト
ル帯域は、送信装置がそれのためにアクセスを求めて競合しないことがある、無線周波数
スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認可無線周波数
スペクトル帯域など、特定の使用のための特定のユーザに認可された無線周波数スペクト
ル帯域）を含み得る。第１の双方向リンク２３０は基地局２０５にダウンリンクおよびア
ップリンク容量オフロードを与え得る。この例は、サービスプロバイダ（たとえば、モバ
イルネットワーク事業者（ＭＮＯ））が、専用無線周波数スペクトル帯域を使用し、共有
無線周波数スペクトル帯域を使用するトラフィックまたはシグナリング輻輳を軽減すると
きに行われ得る。この例は説明の目的で提示され、容量オフロードのために、専用無線周
波数スペクトル帯域中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を共有無線周波数スペクトル帯域中のＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信と組み合わせる他の同様の動作モードまたは展開シナリオがあり得
る。
【００４９】
　[0063]上記で説明されたように、共有無線周波数スペクトル帯域中のＬＴＥ／ＬＴＥ－
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Ａを使用することによって提供される容量オフロードから恩恵を受け得る１つのタイプの
サービスプロバイダは、専用無線周波数スペクトル帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａへのアクセス
権利を有する旧来のＭＮＯである。これらのサービスプロバイダの場合、動作例は、専用
無線周波数スペクトル帯域上のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　ＰＣＣと共有無線周波数スペクトル
帯域上の少なくとも１つのＳＣＣとを使用するブートストラップモードを含み得る。
【００５０】
　[0064]ＬＡＡ　ＣＡモードでは、データおよび制御信号は、たとえば、専用無線周波数
スペクトル帯域中で（たとえば、第２の双方向リンク２３５を介して）通信され得るが、
データは、たとえば、共有無線周波数スペクトル帯域中で（たとえば、第１の双方向リン
ク２３０を介して）通信され得る。代替的に、制御信号はまた、共有無線周波数スペクト
ル帯域中で通信され得る。いくつかの例では、共有無線周波数スペクトル帯域を使用する
ときにサポートされるキャリアアグリゲーション機構は、ハイブリッド周波数分割複信－
時分割複信（ＦＤＤ－ＴＤＤ）キャリアアグリゲーションまたはコンポーネントキャリア
にわたる異なる対称性を伴うハイブリッド時分割複信－時分割複信（ＴＤＤ－ＴＤＤ）キ
ャリアアグリゲーションに入り（fall under）得る。
【００５１】
　[0065]いくつかの例では、図１を参照しながら説明された基地局１０５または図２を参
照しながら説明された基地局２０５のうちの１つ、あるいは図１を参照しながら説明され
たＵＥ１１５または図２を参照しながら説明されたＵＥ２１５のうちの１つなど、送信装
置が、共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルへの（たとえば、共有無線周波数スペク
トル帯域の物理チャネルへの）アクセスを獲得するために、ゲーティング間隔を使用し得
る。いくつかの例では、ゲーティング間隔は周期的であり得る。たとえば、周期的ゲーテ
ィング間隔は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線間隔の少なくとも１つの境界と同期し得る。ゲー
ティング間隔は、欧州通信規格協会（ＥＴＳＩ）（ＥＮ３０１　８９３）において指定さ
れているリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）プロトコルに基づくＬＢＴプロトコルなど、
競合ベースプロトコルの適用を定義し得る。ＬＢＴプロトコルの適用を定義するゲーティ
ング間隔を使用するとき、ゲーティング間隔は、送信装置が、ＣＣＡプロシージャなどの
競合プロシージャ（たとえば、ＬＢＴプロシージャ）をいつ実行する必要があるかを示し
得る。ＣＣＡプロシージャの結果は、共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルが（ＬＢ
Ｔ無線フレームとも呼ばれる）ゲーティング間隔のために利用可能であるのか使用中であ
るのかを送信装置に示し得る。チャネルが、対応するＬＢＴ無線フレームのために利用可
能（たとえば、使用のために「クリア」）であることをＣＣＡプロシージャが示すとき、
送信装置は、ＬＢＴ無線フレームの一部または全部中に共有無線周波数スペクトル帯域の
チャネルを予約または使用し得る。チャネルが利用可能でないこと（たとえば、チャネル
が別の送信装置によって使用中または予約済みであること）をＣＣＡプロシージャが示す
とき、送信装置は、ＬＢＴ無線フレーム中にチャネルを使用することを妨げられ得る。
【００５２】
　[0066]ＬＡＡ　ＣＡモードを採用するいくつかの例では、共有無線周波数スペクトル帯
域の他のユーザとのフェアな共存を与え、拡張システム動作を与え、低減されたＵＥ電力
消費を与えるための様々な技法が使用され得る。そのような技法のうちのいくつかは、Ｕ
Ｅ１１５が、ダウンリンク送信、アップリンク送信、それらの組合せのために受信および
使用し得る、いくつかの物理レイヤパラメータのシグナリングに依拠し得る。いくつかの
例では、物理レイヤパラメータは、マルチメディアブロードキャスト単一周波数ネットワ
ーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームタイプパラメータ、部分サブフレーム情報パラメータ（
たとえば、２～４ビット）、ダウンリンク／アップリンク構成パラメータ（たとえば、４
～６ビット）、ダウンリンク送信バースト長パラメータ、アップリンク送信のための持続
時間パラメータ、ＵＥがダウンリンク送信を監視することをそれの間停止する持続時間パ
ラメータ、基準信号電力変動パラメータ、非周期的チャネル状態情報－基準信号（ＣＳＩ
－ＲＳ）存在パラメータまたは発見基準信号（ＤＲＳ）存在指示および構成、システム情
報存在パラメータ、非監視サブフレームパラメータ、あるいはそれらの組合せを含み得る
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。さらに、本開示のいくつかの態様では、これらのパラメータは、サブフレームごとにシ
グナリングされ、したがって、物理レイヤパラメータの動的または半静的構成を与え得る
。
【００５３】
　[0067]本開示のいくつかの態様では、そのような物理レイヤパラメータは、ＰＣＦＩＣ
Ｈ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、またはそれらの組合せなど、１つまたは複数の物理レイヤ
チャネルのリソースを使用してシグナリングされ得る。いくつかの例では、物理レイヤパ
ラメータは、ＬＡＡ　ＣＡモードで使用されないＰＨＩＣＨを使用してシグナリングされ
、ＵＥ２１５の複数のグループが、グループ共通ＰＨＩＣＨ設計を使用してシグナリング
され得る。他の例では、そのような物理レイヤパラメータはＰＣＦＩＣＨ中でシグナリン
グされ得る。しかしながら、ＰＣＦＩＣＨは、比較的限られた容量を有し得、したがって
、いくつかの例では、ＰＣＦＩＣＨチャネルは、限られた量の物理レイヤパラメータがＵ
Ｅグループに与えられる必要があるときに使用され得る。いくつかの例では、物理レイヤ
パラメータの第１の部分が、ＰＣＦＩＣＨを使用して送信され、物理レイヤパラメータの
第２の部分が、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、またはそれらの組合せを使用して送信され得る
。ＰＣＦＩＣＨは、それが比較的速い復号を与えるので、いくつかのパラメータにとって
望ましいことがある。
【００５４】
　[0068]いくつかの例では、ＰＨＩＣＨリソースは、２つまたはそれ以上の異なるＵＥグ
ループのためのパラメータのシグナリングを含み得る、物理レイヤパラメータをシグナリ
ングするために使用される。たとえば、異なるＵＥは、異なるＵＥに関連する物理レイヤ
パラメータに基づいて、異なるＵＥグループに属し得る。そのような場合、ＵＥの第１の
グループが、ＰＨＩＣＨリソースの第１のサブセットを監視し得、ＵＥの第２のグループ
が、ＰＨＩＣＨリソースの第２のサブセットを監視し得る。ＰＨＩＣＨリソースは、基地
局２０５が、グループ共通ＰＨＩＣＨリソースを使用して異なるＵＥグループに与えられ
るべきである物理レイヤパラメータの量に従って構成し得る、構成可能な数の利用可能な
リソースを有し得る。さらに、ＰＨＩＣＨリソースは、セル固有基準信号（ＣＲＳ）チャ
ネル推定に続いて比較的迅速にＵＥ２１５によって復号され得、これは、ダウンリンク送
信を受信および復号するためのＵＥ２１５タイムラインに対する影響を低減するのを助け
ることができる。
【００５５】
　[0069]他の例では、ＰＤＣＣＨリソースは、２つまたはそれ以上の異なるＵＥグループ
のためのパラメータのシグナリングを含み得る、物理レイヤパラメータをシグナリングす
るために使用され、ＵＥの第１のグループが、共通ＰＤＣＣＨリソースの第１のサブセッ
トを監視し、ＵＥの第２のグループが、共通ＰＤＣＣＨリソースの第２のサブセットを監
視し得る。ＰＤＣＣＨリソースは、以下でより詳細に説明されるように、比較的高い容量
を与え、ＣＲＣの存在によりＰＨＩＣＨシグナリングよりも信頼できる送信を与え得、た
だし、いくつかの例では、ＣＲＣがグループ共通ＰＨＩＣＨ送信のために使用され得る。
しかしながら、物理レイヤパラメータのＰＤＣＣＨベースシグナリングは、ダウンリンク
送信を受信および復号するためのＵＥ２１５タイムラインに影響を及ぼし得る追加の復号
遅延を招き得る。さらに、Ｓｃｅｌｌは、いくつかの展開では、共通ＰＤＣＣＨを監視す
ることを期待され得ず、したがって、そのような監視は、そのような場合、新しい挙動と
して実装され得る。
【００５６】
　[0070]いくつかの例では、ＵＥ２１５は、発見測定タイミング構成（ＤＭＴＣ：discov
ery measurement timing configuration）に従ってネイバーセル発見測定を実行し得る。
そのようなセル発見測定は、ネイバーセル（たとえば、基地局２０５に対して隣接する基
地局）によって送信されたＤＲＳに関連する測定を含み得る。ＤＭＴＣは、ＵＥ２１５が
、１キャリアについてＤＲＳが存在すると想定し得る時間インスタンスを示し得る。ＤＭ
ＴＣオケージョン（occasion）は、いくつかの展開によれば、６ｍｓの固定持続時間と、
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４０、８０、または１６０ｍｓの構成可能な周期性とを有する。所与のキャリア周波数上
の異なるセルのＤＲＳオケージョンの送信時間は、異なるセルがＤＲＳ送信中にＵＥ２１
５によって発見され得ることを保証するために、ＤＭＴＣ構成と整合され得る。そのよう
な「浮動（floating）」ＤＲＳを用いたネイバーセル測定を可能にするために、サブフレ
ームを復号するＵＥ２１５によって使用されるサブフレームのスクランブリングシーケン
スと、送信される関連するサブフレーム番号とが整合され(aligned)得る。しかしながら
、共有無線周波数スペクトル帯域のＬＢＴプロシージャが、送信の変化した整合(changed
 alignments)を生じ得る事例では、サブフレームの関連するスクランブリングシーケンス
のサブフレーム番号が不一致であり得る。
【００５７】
　[0071]本開示のいくつかの例によれば、ＤＭＴＣオケージョンのために使用されるスク
ランブリングシーケンスは、１フレーム中で送信され得るサブフレームの第１のサブセッ
トについて第１のスクランブリングシーケンスであるように設定され得（たとえば、サブ
フレーム０スクランブリングシーケンスが、１フレームのサブフレーム０～５のために使
用され得）、サブフレームの第２のサブセットについて第２のスクランブリングシーケン
スであるように設定され得る（たとえば、サブフレーム５スクランブリングシーケンスが
、フレームのサブフレーム５～９のために使用され得る）。そのようなスクランブリング
シーケンスは、ＤＭＴＣウィンドウの一部であるサブフレームのために使用され得、また
、ＤＭＴＣウィンドウ中に、すべての基準信号（ＰＳＳ／ＳＳＳ／ＣＲＳ／ＣＳＩ－ＲＳ
／ＵＥ－ＲＳなど）と、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＨＩ
ＣＨなどを含むチャネルとのために使用され得る。ＤＭＴＣウィンドウ中のすべてのサブ
フレーム中のＰＣＦＩＣＨ／ＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨのための開始位置は、スクランブリ
ングが第１のスクランブリングシーケンス（たとえば、サブフレーム０スクランブリング
）または第２のスクランブリングシーケンス（たとえば、サブフレーム５スクランブリン
グ）のいずれかであると仮定することによって決定され得る。同様に、ＰＤＳＣＨ処理お
よびシーケンススクランブリングも、ＳＦ０スクランブリングまたはＳＦ５スクランブリ
ングのいずれかのみを使用し得る。これは、浮動ＤＲＳがすべてのサブフレーム中のＰＤ
ＳＣＨと多重化されることを可能にし得る。いくつかの例では、ＤＭＴＣウィンドウ内の
サブフレーム中で送信されるＰＳＳおよびＳＳＳ、ならびにＤＲＳが、ＰＳＳ／ＳＳＳ信
号を含んでいるトーンの周りでレートマッチングされ得るか、またはＤＲＳは、ＰＳＳ／
ＳＳＳを含み得るトーンを回避するために、サブフレームの中心の６つのリソースブロッ
クの周りでレートマッチングされ得る。さらに、いくつかの例では、ＤＭＴＣに続くアッ
プリンク送信のためのＴＤＤ展開では、アップリンクスクランブリングシーケンスは、ダ
ウンリンクサブフレームスクランブリングシーケンスと同じスクランブリングシーケンス
になるように選択され得る。
【００５８】
　[0072]図３Ａは、本開示の様々な態様による、ＬＡＡ送信のための構成パラメータ３０
０の送信のための物理チャネルのリソースの一例を示す。構成パラメータ３００は、図１
を参照しながら説明された基地局１０５または図２を参照しながら説明された基地局２０
５のうちの１つなど、デバイスによって送信され得る。
【００５９】
　[0073]構成パラメータ３００は、共有無線周波数スペクトル帯域または専用無線周波数
スペクトル帯域のいずれか上で、上記で説明されたのと同様に、物理チャネル（たとえば
、ＰＨＩＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、またはＰＤＣＣＨ）を使用して送信され得る。図３Ａの例
では、構成パラメータ３００は、ＵＥグループ１構成情報３０５と、ＵＥグループ２構成
情報３１０とを含み得る。いくつかの例では、追加の構成情報が、追加のＵＥグループの
ために与えられ得、ＵＥグループ１構成情報３０５とＵＥグループ２構成情報３１０とに
関して与えられる説明は、そのような追加のグループに拡張され得る。いくつかの例では
、セル中のいくつかのＵＥ（たとえば、図１のＵＥ１１５または図２のＵＥ２１５）が、
構成パラメータ３００中で送信される異なるグループ情報を監視するために分割され得る
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。たとえば、構成パラメータがグループ共通ＰＨＩＣＨを使用して送信される場合、異な
るＵＥは、それらの構成パラメータを決定するためにＰＨＩＣＨの異なる部分を監視し得
る。サービング基地局（たとえば、図１の基地局１０５または図２の基地局２０５）が、
ＲＲＣシグナリングを通してなど、リソースの１つまたは複数のセットを監視するように
各ＵＥを構成し得る。異なるＵＥが１つのＵＥグループ中で構成され、各ＵＥグループ中
の各ＵＥは、それらの物理レイヤパラメータを決定するために、構成されたＰＨＩＣＨリ
ソースを監視し得る。
【００６０】
　[0074]いくつかの例では、ＵＥグループ１構成情報３０５およびＵＥグループ２構成情
報３１０は、サブフレームごとに送信され、ＬＡＡ　ＣＡモード動作に関係する異なるパ
ラメータなど、パラメータの異なるセットを用いて異なるＵＥにシグナリングするために
使用され得る。たとえば、いくつかのＵＥは、部分サブフレームの受信および送信をサポ
ートし得、そのようなＵＥは、ＵＥグループ１構成情報３０５を監視するように構成され
得、したがって、ＵＥグループ１構成情報３０５中に含まれている構成パラメータの第１
のセットをシグナリングされ得る。しかしながら、他のＵＥは、部分サブフレームの受信
および送信をサポートし得ず、そのようなＵＥは、ＵＥグループ２構成情報３１０を監視
するように構成され得、したがって、ＵＥグループ２構成情報３１０中に含まれている構
成パラメータの第２のセットをシグナリングされ得る。他の例では、ダウンリンク送信バ
ーストの異なる長さが、ＵＥグループ１構成情報３０５とＵＥグループ２構成情報３１０
とを通して、異なるＵＥグループ中のＵＥに示され得る。追加または代替として、ダウン
リンク送信バーストの後に、異なるＵＥグループのＵＥは、異なるＵＥが異なる時間に起
動することができるように、アップリンク送信のための時間の異なる量を示され、したが
って、特定の送信に基づいて、異なるＵＥに電力節約を与え得る。またさらなる例では、
所与のサブフレームは、いくつかのＵＥのための有効な発見基準信号（ＤＲＳ）サブフレ
ームであるが、他のＵＥのための有効な発見基準信号（ＤＲＳ）サブフレームでないこと
があり、これは、ＵＥグループ１構成情報３０５とＵＥグループ２構成情報３１０とを通
してＵＥグループにシグナリングされ得る。
【００６１】
　[0075]いくつかの例では、ＵＥグループ１構成情報３０５およびＵＥグループ２構成情
報３１０は、フレームフォーマットパラメータのセットのサブセットであるフレームフォ
ーマットパラメータを含み得る。たとえば、フレームフォーマットパラメータのセットは
、マルチメディアブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレーム
タイプパラメータ、部分サブフレーム情報パラメータ、ダウンリンク／アップリンク構成
パラメータ、ダウンリンク送信バースト長パラメータ、アップリンク送信のための持続時
間パラメータ、ＵＥがダウンリンク送信を監視することをそれの間停止する持続時間パラ
メータ、基準信号電力変動パラメータ、非周期的ＣＳＩ－ＲＳ存在パラメータまたは発見
基準信号（ＤＲＳ）存在指示および構成、システム情報存在パラメータ、あるいは非監視
サブフレームパラメータのうちの１つまたは複数を含み得る。いくつかのパラメータの場
合、ＵＥは、何らかのアクションをとる必要があり得、異なるＵＥグループのＵＥは、異
なるアクションをとるようにシグナリングされ得る。たとえば、ＵＥに持続時間の間（た
とえば、次の数ミリ秒の間）ダウンリンク送信を監視しないように示すパラメータの場合
、ＵＥは、復調、チャネル品質指示（ＣＱＩ）および無線リソース管理（ＲＲＭ）処理な
どを含む、すべてのダウンリンク処理を中断し得る。
【００６２】
　[0076]いくつかの例では、ＵＥグループ１構成情報３０５およびＵＥグループ２構成情
報３１０は、現在サブフレーム中の構成を示すことに加えて、後続のサブフレームに関す
る情報を搬送するために使用され得るいくつかのビットを含み得る。そのような情報は、
ＵＥが処理の準備をするのを助けるために、ＵＥへの事前シグナリングを与え得る。たと
えば、部分サブフレーム構成と、部分サブフレーム構成に関連する物理チャネルリソース
との事前通知のための情報が与えられ得る。
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【００６３】
　[0077]いくつかの例では、ＵＥグループ１構成情報３０５およびＵＥグループ２構成情
報３１０の一部分が、第１の物理レイヤチャネル（たとえば、ＰＨＩＣＨ）を使用してシ
グナリングされ得、ＵＥグループ１構成情報３０５およびＵＥグループ２構成情報３１０
の他の部分が、第２の物理レイヤチャネル（たとえば、ＰＣＦＩＣＨまたはＰＤＣＣＨの
うちの１つまたは複数）を使用してシグナリングされ得る。
【００６４】
　[0078]さらなる例では、ＵＥグループ１構成情報３０５およびＵＥグループ２構成情報
３１０は、送信バースト内の電力変動をシグナリングし得る。たとえば、いくつかの送信
は、２５６ＱＡＭ（または概してより高次の変調）を送信するとき、サブフレーム中の何
らかの電力バックオフを使用し得、ＵＥグループ１構成情報３０５および／またはＵＥグ
ループ２構成情報３１０中のビットのうちのいくつかが、あるサブフレームから別のサブ
フレームへの電力変動を示し得る。
【００６５】
　[0079]図３Ｂは、本開示の様々な態様による、ＬＡＡ送信のための構成パラメータ３５
０の送信のための物理チャネルのリソースの別の例を示す。構成パラメータ３５０は、図
１を参照しながら説明された基地局１０５または図２を参照しながら説明された基地局２
０５のうちの１つなど、デバイスによって送信され得る。
【００６６】
　[0080]構成パラメータ３５０は、共有無線周波数スペクトル帯域または専用無線周波数
スペクトル帯域のいずれか上で、上記で説明されたのと同様に、物理チャネル（たとえば
、ＰＨＩＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、またはＰＤＣＣＨ）を使用して送信され得る。図３Ｂの例
では、構成パラメータ３００は、構成パラメータＡ３５５、構成パラメータＢ３６０、構
成パラメータＣ３６５～構成パラメータＮ３７０を含み得る。したがって、様々な構成パ
ラメータ３５５～３７０は、物理チャネル（たとえば、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、または
ＰＣＦＩＣＨ）リソースの異なる部分に分割され得る。異なるＵＥ（たとえば、図１のＵ
Ｅ１１５または図２のＵＥ２１５）は、それらの物理レイヤパラメータを決定するために
、構成パラメータ３５５～３７０のサブセットを監視するように（たとえば、図１の基地
局１０５または図２の基地局２０５などの基地局からのＲＲＣシグナリングを介して）構
成され得る。たとえば、図３Ｂに示されているように、第１のグループ、ＵＥグループ１
中のＵＥは、構成パラメータＡ３５５と、構成パラメータＢ３６０と、構成パラメータＣ
３６５とを監視し得、ＵＥグループ２のＵＥは、構成パラメータＣ３６５と構成パラメー
タＮ３７０とを監視し得る。異なる構成パラメータは、図３Ａに関して上記で説明された
ような、様々な構成パラメータに対応し得る。構成パラメータの数と、構成パラメータか
ら物理レイヤチャネル（たとえば、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、またはＰＣＦＩＣＨ）のリ
ソースへのマッピングとが、ＲＲＣ構成によって示され得る。
【００６７】
　[0081]図４は、本開示の様々な態様による、構成情報４００の物理チャネル送信を使用
して送信される、ヘッダと巡回冗長検査（ＣＲＣ）とを含む情報を示す。構成情報４００
は、図１を参照しながら説明された基地局１０５または図２を参照しながら説明された基
地局２０５のうちの１つなど、デバイスによって送信され得る。
【００６８】
　[0082]本例では、図４の、構成情報４００は、ヘッダ４０５と、物理レイヤ構成情報４
１０と、ＣＲＣ４１５とを含み得る。いくつかの例では、構成情報は、たとえば、図３Ａ
または図３Ｂで説明された情報を含み得る、物理レイヤ構成情報４１０のみを含み得る。
いくつかの例では、物理レイヤ構成情報４１０中に含まれるビットのブロックコーディン
グが、信頼性を改善するために使用され得る。たとえば、リードマラーコード（Reed Mul
ler codes）が、物理レイヤ構成情報４１０のビットをブロックコーディングするために
使用され得る。図４の例では、構成情報４００はオプションのＣＲＣ４１５を含む。いく
つかの例では、基地局（たとえば、図１の基地局１０５または図２の基地局２０５）は、
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４ビットＣＲＣなど、ＣＲＣを算出し得、これは、ＵＥ（たとえば、図１のＵＥ１１５ま
たは図２のＵＥ２１５）における構成情報４００の受信の信頼性を著しく改善し得る。い
くつかの例では、ＣＲＣ４１５は、グループ共通無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ
）を用いてスクランブルされ得る。そのような例では、各ＵＥは、監視すべき物理チャネ
ル（たとえば、ＰＨＩＣＨ）リソースＲＮＴＩを（たとえば、ＲＲＣシグナリングを介し
て）割り当てられ得る。
【００６９】
　[0083]図４の例では、構成情報４００はオプションのヘッダ４０５をも含む。いくつか
の例では、ヘッダ４０５は、物理レイヤ構成情報４１０中で送信されるペイロードのサイ
ズを示すために与えられ得る。いくつかの例では、ヘッダ４０５は、ペイロードのサイズ
を示すための２ビットヘッダであり得、ＵＥは、２ビットヘッダの状態に基づく対応する
ペイロードサイズを用いて構成され得る。いくつかの例では、ヘッダ４０５は、ＣＲＣに
よってブロックコーディングまたは保護されない。
【００７０】
　[0084]図５は、本開示の様々な態様による、基地局５０５が第１のＵＥ５１５－ａと第
２のＵＥ５１５－ｂとに物理レイヤリソースのための構成情報を送信し得る、メッセージ
フローを示す。メッセージは、上記で説明されたような物理レイヤリソースを使用して、
基地局５０５と第１のＵＥ５１５－ａと第２のＵＥ５１５－ｂとの間で送信され得る。基
地局５０５は、図１を参照しながら説明された基地局１０５または図２を参照しながら説
明された基地局２０５の態様の一例であり得、第１のＵＥ５１５－ａおよび第２のＵＥ５
１５－ｂは、図１を参照しながら説明されたＵＥ１１５または図２を参照しながら説明さ
れたＵＥ２１５の態様の例であり得る。
【００７１】
　[0085]５２０において、基地局５０５は、第１のＵＥグループ構成情報を送信するため
のリソースを識別する。そのようなリソースは、上記で説明されたのと同様に、ＰＨＩＣ
Ｈ、ＰＣＦＩＣＨ、またはＰＤＣＣＨのリソースなど、物理チャネルリソースの一部分で
あり得る。ブロック５２５において、基地局５０５は、第２のＵＥグループ構成情報を送
信するためのリソースを識別する。そのようなリソースも、上記で説明されたのと同様に
、ＰＨＩＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、またはＰＤＣＣＨのリソースなど、物理チャネルリソース
の一部分であり得る。第１のＵＥグループ構成情報および第２のＵＥグループ構成情報は
、共有無線周波数スペクトル帯域を使用するワイヤレス通信のための１つまたは複数のパ
ラメータを含み得る。たとえば、そのようなパラメータは、ＬＡＡ　ＣＡモード送信に関
連し得、上記で説明されたのと同様の様式で、１つまたは複数のサブフレームに関連する
物理パラメータを含み得る。基地局５０５は、第１のＵＥ５１５－ａおよび第２のＵＥ５
１５－ｂの各々によって監視されるべきであるリソースを含み得るＲＲＣ構成情報５３０
を、第１のＵＥ５１５－ａと第２のＵＥ５１５－ｂとに送信し得る。
【００７２】
　[0086]第１のＵＥ５１５－ａは、ブロック５３５において、ＲＲＣ構成情報５３０に従
って、構成情報を決定するために監視されるチャネルリソースを構成する。同様に、第２
のＵＥ５１５－ｂは、ブロック５４０において、ＲＲＣ構成情報５３０に従って、構成情
報を決定するために監視されるチャネルリソースを構成する。ブロック５４５において、
基地局５０５は、送信のための構成情報を決定する。そのような構成情報は、たとえば、
ＭＢＳＦＮサブフレームタイプパラメータ、部分サブフレーム情報パラメータ、ダウンリ
ンク／アップリンク構成パラメータ、ダウンリンク送信バースト長パラメータ、アップリ
ンク送信のための持続時間パラメータ、ＵＥがダウンリンク送信を監視することをそれの
間停止する持続時間パラメータ、基準信号電力変動パラメータ、非周期的ＣＳＩ－ＲＳ存
在パラメータまたはＤＲＳ存在指示および構成、システム情報存在パラメータ、あるいは
非監視サブフレームパラメータのうちの１つまたは複数など、サブフレームのための、ま
たはＵＥ動作のための１つまたは複数の物理パラメータを含み得る。
【００７３】
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　[0087]オプションのブロック５５０において、基地局５０５は、構成情報にブロックコ
ーディングを適用すべきかどうかを決定し、構成情報のためのヘッダおよび／またはＣＲ
Ｃ情報を決定する。基地局５０５は、構成情報５５５を第１のＵＥ５１５－ａと第２のＵ
Ｅ５１５－ｂとに送信し得る。異なるＵＥのための構成情報５５５は、ブロック５２０お
よびブロック５２５からの異なるＵＥグループ構成情報を送信するための識別されたリソ
ースに従って、送信のために使用される物理チャネルの異なるリソース中に含められ得る
。図５の例では、基地局５０５は、第１のＵＥ５１５－ａ（および第１のＵＥグループ中
の他のＵＥ）が、サブフレームを受信すべきであると決定し得、そのような受信のための
構成情報を含み得、基地局５０５は、第２のＵＥ５１５－ｂ（および第２のＵＥグループ
中の他のＵＥ）が、持続時間の間サブフレームまたは他のダウンリンク送信を監視すべき
でないと決定し得る。
【００７４】
　[0088]ブロック５６０において、第１のＵＥ５１５－ａは、監視されたリソース中の構
成情報に基づいてフレームフォーマットを決定する。ブロック５６５において、第２のＵ
Ｅ５１５－ｂは、構成情報が非監視サブフレームを示すと決定し、ＤＬ送信を監視しない
ための持続時間を決定する。したがって、第２のＵＥ５１５－ｂは、持続時間の間ダウン
リンク送信を監視しない電力節約モードに入り得る。基地局５０５は、第１のＵＥ５１５
－ａによって受信され得るサブフレーム送信５７０を送信し得る。ブロック５７５におい
て、第１のＵＥ５１５－ａは、サブフレーム送信５７０を受信し、ブロック５６０からの
決定されたフレームフォーマットに基づいてサブフレームを復号する。図５の例は２つの
ＵＥ５１５のみを示すが、説明される技法は、より多くのＵＥに適用され得、より多くの
ＵＥグループに適用され得ることを理解されよう。さらに、図５の例は、第２のＵＥ５１
５－ｂがサブフレーム送信５７０を監視しないことを示すが、他の例は、第２のＵＥ５１
５－ｂがサブフレーム送信５７０を受信するために使用し得る構成情報を与え得る。
【００７５】
　[0089]図６は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置６０５のブロック図６００を示す。装置６０５は、図１を参照しながら説明されたＵＥ
１１５、図２を参照しながら説明されたＵＥ２１５または図５を参照しながら説明された
ＵＥ５１５のうちの１つまたは複数の態様の一例であり得る。装置６０５はまた、プロセ
ッサであるか、またはそれを含み得る。装置６０５は、受信機６１０、ワイヤレス通信マ
ネージャ６２０、または送信機６３０を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いと通
信し得る。
【００７６】
　[0090]装置６０５の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで実
行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたはまとめて実
装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコ
ア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、当技術分野で
知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラ
クチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、ＳｏＣ、および／または他のタイプ
のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各構成要素の機能はまた、全体的にまたは部分的
に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォ
ーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００７７】
　[0091]いくつかの例では、受信機６１０は、専用無線周波数スペクトル帯域（たとえば
、無線周波数スペクトル帯域が、特定の使用のために特定のユーザに認可されているので
、送信装置がそれのためにアクセスを求めて競合しないことがある、無線周波数スペクト
ル帯域）、または共有無線周波数スペクトル帯域（たとえば、送信装置がそれのためにア
クセスを求めて競合し得る、無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ使用など
、無認可使用のために利用可能である無線周波数スペクトル帯域、異なる無線アクセス技
術による使用のために利用可能である無線周波数スペクトル帯域、あるいは等しく共有さ
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れるかまたは優先度を付けられた様式で複数の事業者が使用するために利用可能である無
線周波数スペクトル帯域））上で送信を受信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ
受信機など、少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では、専用無線周波
数スペクトル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域は、たとえば、図１、図２、図３
、図４、または図５を参照しながら説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために
使用され得る。受信機６１０は、いくつかの場合には、専用無線周波数スペクトル帯域お
よび共有無線周波数スペクトル帯域のための別個の受信機を含み得る。別個の受信機は、
いくつかの例では、専用無線周波数スペクトル帯域上で通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ受信機（たとえば、専用ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機６１２
）、および共有無線周波数スペクトル帯域上で通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機
（たとえば、共有ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機６１４）の形態
をとり得る。専用ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機６１２または共
有ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機６１４を含む受信機６１０は、
図１を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム１００または図２を参照しながら
説明されたワイヤレス通信システム２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレ
ス通信システムの１つまたは複数の通信リンク上で様々なタイプのデータまたは制御信号
（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、専用無線周波数スペ
クトル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域上で確立され得る。
【００７８】
　[0092]いくつかの例では、送信機６３０は、専用無線周波数スペクトル帯域または共有
無線周波数スペクトル帯域上で送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送信機な
ど、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機６３０は、いくつかの場合には、専
用無線周波数スペクトル帯域および共有無線周波数スペクトル帯域のための別個の送信機
を含み得る。別個の送信機は、いくつかの例では、専用無線周波数スペクトル帯域上で通
信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機（たとえば、専用ＲＦスペクトル帯域のためのＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機６３２）、および共有無線周波数スペクトル帯域上で通信するた
めのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機（たとえば、共有ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａ送信機６３４）の形態をとり得る。専用ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａ送信機６３２または共有ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機
６３４を含む送信機６３０は、図１を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム１
００または図２を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム２００の１つまたは複
数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク上で様々な
タイプのデータまたは制御信号（すなわち、「データ」または送信）を送信するために使
用され得る。通信リンクは、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数スペク
トル帯域上で確立され得る。
【００７９】
　[0093]いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ６２０は、装置６０５のためのワ
イヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつかの例では
、ワイヤレス通信マネージャ６２０の一部は、受信機６１０または送信機６３０に組み込
まれるかまたはそれと共有され得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ６２
０は、ワイヤレスリソースマッパ６３５と、フレームフォーマット構成決定器６４０と、
構成情報マネージャ６４５とを含み得る。
【００８０】
　[0094]いくつかの例では、ワイヤレスリソースマッパ６３５は、第１のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）グループに第１の構成情報をシグナリングするためのチャネルのワイヤレスリソース
の第１のサブセットを識別するために使用され得、第２のＵＥグループに第２の構成情報
をシグナリングするためのチャネルのワイヤレスリソースの第２のサブセットを識別し得
、第１の構成情報および第２の構成情報は、共有無線周波数スペクトル帯域を使用するワ
イヤレス通信のための１つまたは複数のパラメータを含む。いくつかの例では、送信機６
３０は、ワイヤレスリソースの第１のサブセットを使用して第１の構成情報を送信し、ワ
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イヤレスリソースの第２のサブセットを使用して第２の構成情報を送信し得る。いくつか
の例では、チャネルは、ＰＨＩＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、またはそれらの組合せ
を含み得る。いくつかの例では、第１の構成情報は、ＰＨＩＣＨを使用してシグナリング
され得、第２の構成情報は、ＰＣＦＩＣＨまたはＰＤＣＣＨのうちの１つまたは複数を使
用してシグナリングされ得る。他の例では、第１の構成情報は、ＰＨＩＣＨを使用してシ
グナリングされ得、第２の構成情報は、ＰＨＩＣＨを使用してシグナリングされ得る。ワ
イヤレスリソースマッパ６３５はまた、ワイヤレスリソースの第１のサブセットへの、フ
レームフォーマットパラメータの第１のサブセットのマッピングと、ワイヤレスリソース
の第２のサブセットへの、フレームフォーマットパラメータの第２のサブセットのマッピ
ングとを決定し得る。
【００８１】
　[0095]フレームフォーマット構成決定器６４０は、送信のためのフレームフォーマット
を決定するために使用され得る。そのようなフレームフォーマット決定は、たとえば、特
定のデータ、またはデータを受信すべきであるＵＥに基づき得る。いくつかの例では、フ
レームフォーマット構成決定器６４０は、第１のＵＥグループのＵＥによって使用される
べきフレームフォーマットパラメータのセットの第１のサブセットを含み得る第１の構成
情報を決定し得、第２のＵＥグループのＵＥによって使用されるべきフレームフォーマッ
トパラメータのセットの第２のサブセットを含み得る第２の構成情報を決定し得る。
【００８２】
　[0096]構成情報マネージャ６４５は、送信のための決定されたフレームフォーマットに
少なくとも部分的に基づいて構成情報を決定し得る。たとえば、構成情報は、第１のＵＥ
グループまたは第２のＵＥグループのＵＥによって使用されるべきフレームフォーマット
パラメータの１つまたは複数のサブセットのフレームフォーマットパラメータのためのフ
レームフォーマットパラメータ値を含み得る。
【００８３】
　[0097]図７は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置７０５のブロック図７００を示す。装置７０５は、図１を参照しながら説明されたＵＥ
１１５、図２を参照しながら説明されたＵＥ２１５または図５を参照しながら説明された
ＵＥ５１５のうちの１つまたは複数の態様、あるいは図６を参照しながら説明された装置
６０５の態様の一例であり得る。装置７０５はまた、プロセッサであるか、またはそれを
含み得る。装置７０５は、受信機７１０、ワイヤレス通信マネージャ７２０、または送信
機７３０を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いと通信していることがある。
【００８４】
　[0098]装置７０５の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで実
行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたはまとめて実
装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコ
ア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、当技術分野で
知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラ
クチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、ＳｏＣ、および／または他のタイプ
のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各構成要素の機能はまた、全体的にまたは部分的
に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォ
ーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００８５】
　[0099]いくつかの例では、受信機７１０は、専用無線周波数スペクトル帯域（たとえば
、無線周波数スペクトル帯域が、特定の使用のために特定のユーザに認可されているので
、送信装置がアクセスを求めて競合し得ない、無線周波数スペクトル帯域）、または共有
無線周波数スペクトル帯域（たとえば、送信装置がアクセスを求めて競合し得る、無線周
波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無認可使用のために利用可能であ
る無線周波数スペクトル帯域、異なる無線アクセス技術による使用のために利用可能であ
る無線周波数スペクトル帯域、あるいは等しく共有されるかまたは優先度を付けられた様
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式で複数の事業者が使用するために利用可能である無線周波数スペクトル帯域））上で送
信を受信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機など、少なくとも１つのＲＦ
受信機を含み得る。いくつかの例では、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周
波数スペクトル帯域は、たとえば、図１、図２、図３、図４、または図５を参照しながら
説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。受信機７１０は、い
くつかの場合には、専用無線周波数スペクトル帯域および共有無線周波数スペクトル帯域
のための別個の受信機を含み得る。別個の受信機は、いくつかの例では、専用無線周波数
スペクトル帯域上で通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機（たとえば、専用ＲＦスペ
クトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機７１２）、および共有無線周波数スペクト
ル帯域上で通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機（たとえば、共有ＲＦスペクトル帯
域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機７１４）の形態をとり得る。専用ＲＦスペクトル帯
域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機７１２または共有ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａ受信機７１４を含む受信機７１０は、図１を参照しながら説明されたワイ
ヤレス通信システム１００または図２を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム
２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の
通信リンク上で様々なタイプのデータまたは制御信号（すなわち、送信）を受信するため
に使用され得る。通信リンクは、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数ス
ペクトル帯域上で確立され得る。
【００８６】
　[0100]いくつかの例では、送信機７３０は、専用無線周波数スペクトル帯域または共有
無線周波数スペクトル帯域上で送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送信機な
ど、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機７３０は、いくつかの場合には、専
用無線周波数スペクトル帯域および共有無線周波数スペクトル帯域のための別個の送信機
を含み得る。別個の送信機は、いくつかの例では、専用無線周波数スペクトル帯域上で通
信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機（たとえば、専用ＲＦスペクトル帯域のためのＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機７３２）、および共有無線周波数スペクトル帯域上で通信するた
めのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機（たとえば、共有ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａ送信機７３４）の形態をとり得る。専用ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａ送信機７３２または共有ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機
７３４を含む送信機７３０は、図１を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム１
００または図２を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム２００の１つまたは複
数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク上で様々な
タイプのデータまたは制御信号（すなわち、「データ」または送信）を送信するために使
用され得る。通信リンクは、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数スペク
トル帯域上で確立され得る。
【００８７】
　[0101]いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ７２０は、装置７０５のためのワ
イヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつかの例では
、ワイヤレス通信マネージャ７２０の一部は、受信機７１０または送信機７３０に組み込
まれるかまたはそれと共有され得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ７２
０は、ワイヤレスリソースマッパ７３５と、フレームフォーマット構成決定器７４０と、
構成情報マネージャ７４５とを含み得る。いくつかの例では、通信マネージャ７２０は、
オプションのブロックコーディングマネージャ７６５またはオプションのヘッダ／ＣＲＣ
マネージャ７７０のうちの１つまたは複数をも含み得る。
【００８８】
　[0102]ワイヤレスリソースマッパ７３５は、図６のワイヤレスリソースマッパ６３５の
一例であり得、ＲＲＣマネージャ７５０をも含み得る。いくつかの例では、ＲＲＣマネー
ジャ７５０は、リソースの第１のサブセットまたはリソースの第２のサブセットのうちの
１つを監視するようにＵＥの構成を管理し得る。そのような構成は、ＵＥがリソースの第
１のサブセットまたはリソースの第２のサブセットのうちのどちらを監視すべきであるか
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を示し得るＲＲＣ情報のＵＥへの送信を通して与えられ得る。いくつかの例では、ＲＲＣ
マネージャは、ＲＲＣシグナリングを介して第１のＵＥグループと第２のＵＥグループと
に与えられるべきである、フレームフォーマットパラメータのセットの第１のサブセット
とフレームフォーマットパラメータのセットの第２のサブセットとのマッピングを含むＲ
ＲＣ情報を与え得る。
【００８９】
　[0103]フレームフォーマット構成決定器７４０は、図６のフレームフォーマット構成決
定器６４０の一例であり得、フレームフォーマットパラメータセレクタ７５５をも含み得
る。いくつかの例では、フレームフォーマットパラメータセレクタ７５５は、フレームフ
ォーマット構成情報に含まれるべきである様々な異なるフレームフォーマットパラメータ
を選択し得る。いくつかの例では、フレームフォーマットパラメータセレクタ７５５は、
フレームフォーマットパラメータのセットを含み得る第１の構成情報を与え得る。いくつ
かの例では、フレームフォーマットパラメータセレクタ７５５は、フレームフォーマット
パラメータのセットと重複する少なくとも１つのパラメータを含み得、異なるパラメータ
値（たとえば、第１のＵＥグループと第２のＵＥグループとについて異なり得る、ダウン
リンク送信を監視しないための持続時間）を有し得る、第２の構成情報のためのパラメー
タを選択し得る。いくつかの例では、フレームフォーマットパラメータセレクタ７５５は
、ＭＢＳＦＮサブフレームタイプパラメータ、部分サブフレーム情報パラメータ、ダウン
リンク／アップリンク構成パラメータ、ダウンリンク送信バースト長パラメータ、アップ
リンク送信のための持続時間パラメータ、ＵＥがダウンリンク送信を監視することをそれ
の間停止する持続時間パラメータ、基準信号電力変動パラメータ、非周期的ＣＳＩ－ＲＳ
存在パラメータまたはＤＲＳ存在指示および構成、システム情報存在パラメータ、あるい
は非監視サブフレームパラメータのうちの１つまたは複数を含み得るフレームフォーマッ
トパラメータのセットからのパラメータを選択し得る。いくつかの例では、第１の構成情
報または第２の構成情報は、現在サブフレームと少なくとも１つの後続のサブフレームと
のための情報を含み得る。他の例では、第１の構成情報または第２の構成情報は、２つま
たはそれ以上のサブフレーム間の電力変動を示すための電力変動情報を含み得る。
【００９０】
　[0104]構成情報マネージャ７４５は、図６を参照しながら説明された構成情報マネージ
ャ６４５の一例であり得、フレームフォーマットパラメータ決定器７６０をも含み得る。
いくつかの例では、フレームフォーマットパラメータ決定器７６０は、フレームフォーマ
ットパラメータセレクタ７５５によって選択されたパラメータのためのパラメータ値を決
定し得る。たとえば、フレームフォーマットパラメータ決定器７６０は、特定のサブフレ
ームの送信の特定の特性に基づいてパラメータ値を決定し得る。いくつかの例では、フレ
ームフォーマットパラメータ決定器７６０は、ＭＢＳＦＮサブフレームタイプパラメータ
、部分サブフレーム情報パラメータ、ダウンリンク／アップリンク構成パラメータ、ダウ
ンリンク送信バースト長パラメータ、アップリンク送信のための持続時間パラメータ、Ｕ
Ｅがダウンリンク送信を監視することをそれの間停止する持続時間パラメータ、基準信号
電力変動パラメータ、非周期的ＣＳＩ－ＲＳ存在パラメータまたはＤＲＳ存在指示および
構成、システム情報存在パラメータ、あるいは非監視サブフレームパラメータのうちの１
つまたは複数のための特定の値を含み得る、フレームフォーマットパラメータのセットか
らのパラメータのためのパラメータ値を与え得る。さらに、そのようなパラメータ値は、
パラメータがそれに適用されるべきであるＵＥグループに基づいて異なり得る。
【００９１】
　[0105]いくつかの例では、ブロックコーディングマネージャ７６５は、第１の構成情報
と第２の構成情報とのためのブロックコーディングを与え得る。いくつかの例では、ブロ
ックコーディングはリードマラー（Reed Muller）ブロックコーディングであり得る。い
くつかの例では、ブロックコーディングは、第１の構成情報と第２の構成情報とに別々に
適用され得る。
【００９２】
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　[0106]いくつかの例では、ヘッダ／ＣＲＣマネージャ７７０は、送信されるべき構成情
報のためのＣＲＣを算出し得、および／または構成情報の送信に含まれるべきヘッダを決
定し得る。いくつかの例では、ヘッダ／ＣＲＣマネージャ７７０は、第１の構成情報のた
めの第１のＣＲＣと第２の構成情報のための第２のＣＲＣとを計算し、第１の構成情報に
第１のＣＲＣを付加し、第２の構成情報に第２のＣＲＣを付加し得る。いくつかの例では
、ヘッダ／ＣＲＣマネージャ７７０はまた、第１のＵＥグループに割り当てられた第１の
ＲＮＴＩを用いて第１のＣＲＣをスクランブルし、第２のＵＥグループに割り当てられた
第２のＲＮＴＩを用いて第２のＣＲＣをスクランブルし得る。ヘッダ／ＣＲＣマネージャ
７７０はまた、いくつかの例では、第１の構成情報または第２の構成情報のサイズを示し
、構成情報とともに送信されるべきである、ヘッダを決定し得る。いくつかの例では、ヘ
ッダは、送信された構成情報に含まれるデータのための４つの利用可能なペイロードサイ
ズのうちの１つの指示を与える２ビットヘッダであり得る。
【００９３】
　[0107]図８は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置８１５のブロック図８００を示す。装置８１５は、図１を参照しながら説明された基地
局１０５、図２を参照しながら説明された基地局２０５または図５を参照しながら説明さ
れた基地局５０５のうちの１つまたは複数の態様の一例であり得る。装置８１５はまた、
プロセッサであるか、またはそれを含み得る。装置８１５は、受信機８１０、ワイヤレス
通信マネージャ８２０、または送信機８３０を含み得る。これらの構成要素の各々は、互
いと通信していることがある。
【００９４】
　[0108]装置８１５の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで実
行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたはまとめて実
装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコ
ア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、当技術分野で
知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラ
クチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、ＳｏＣ、および／または他のタイプ
のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各構成要素の機能はまた、全体的にまたは部分的
に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォ
ーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００９５】
　[0109]いくつかの例では、受信機８１０は、専用無線周波数スペクトル帯域（たとえば
、無線周波数スペクトル帯域が、特定の使用のために特定のユーザに認可されているので
、送信装置がアクセスを求めて競合し得ない、無線周波数スペクトル帯域）、または共有
無線周波数スペクトル帯域（たとえば、送信装置がアクセスを求めて競合し得る、無線周
波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無認可の使用のために利用可能で
ある無線周波数スペクトル帯域、異なる無線アクセス技術による使用のために利用可能で
ある無線周波数スペクトル帯域、あるいは等しく共有されるかまたは優先度を付けられた
様式で複数の事業者が使用するために利用可能である無線周波数スペクトル帯域））上で
送信を受信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機など、少なくとも１つのＲ
Ｆ受信機を含み得る。いくつかの例では、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線
周波数スペクトル帯域は、たとえば、図１、図２、図３、図４、または図５を参照しなが
ら説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。受信機８１０は、
いくつかの場合には、専用無線周波数スペクトル帯域および共有無線周波数スペクトル帯
域のための別個の受信機を含み得る。別個の受信機は、いくつかの例では、専用無線周波
数スペクトル帯域上で通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機（たとえば、専用ＲＦス
ペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機８１２）、および共有無線周波数スペク
トル帯域上で通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機（たとえば、共有ＲＦスペクトル
帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機８１４）の形態をとり得る。専用ＲＦスペクトル
帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機８１２または共有ＲＦスペクトル帯域のためのＬ
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ＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機８１４を含む受信機８１０は、図１を参照しながら説明されたワ
イヤレス通信システム１００または図２を参照しながら説明されたワイヤレス通信システ
ム２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数
の通信リンク上で様々なタイプのデータまたは制御信号（すなわち、「データ」または送
信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、専用無線周波数スペクトル帯域また
は共有無線周波数スペクトル帯域上で確立され得る。
【００９６】
　[0110]いくつかの例では、送信機８３０は、専用無線周波数スペクトル帯域または共有
無線周波数スペクトル帯域上で送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送信機な
ど、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機８３０は、いくつかの場合には、専
用無線周波数スペクトル帯域および共有無線周波数スペクトル帯域のための別個の送信機
を含み得る。別個の送信機は、いくつかの例では、専用無線周波数スペクトル帯域上で通
信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機（たとえば、専用ＲＦスペクトル帯域のためのＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機８３２）、および共有無線周波数スペクトル帯域上で通信するた
めのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機（たとえば、共有ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａ送信機８３４）の形態をとり得る。専用ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａ送信機８３２または共有ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機
８３４を含む送信機８３０は、図１を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム１
００または図２を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム２００の１つまたは複
数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク上で様々な
タイプのデータまたは制御信号（すなわち、「データ」または送信）を送信するために使
用され得る。通信リンクは、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数スペク
トル帯域上で確立され得る。
【００９７】
　[0111]いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ８２０は、装置８１５のためのワ
イヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつかの例では
、ワイヤレス通信マネージャ８２０の一部は、受信機８１０または送信機８３０に組み込
まれるかまたはそれと共有され得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ８２
０は、構成マネージャ８３５、チャネルモニタ８４０またはフレームフォーマットマネー
ジャ８４５を含み得る。
【００９８】
　[0112]構成マネージャ８３５は、１つまたは複数のサブフレームのためのフレームフォ
ーマット情報を含んでいるチャネルのワイヤレスリソースのセットのサブセットを識別す
る構成情報を決定するために使用され得、フレームフォーマット情報は、共有無線周波数
スペクトル帯域を使用するワイヤレス通信のための１つまたは複数のパラメータを備える
。いくつかの例では、構成情報は、基地局からＲＲＣシグナリングを通して受信され得る
。チャネルモニタ８４０は、ワイヤレスリソースの識別されたサブセットを監視するため
に使用され得る。ワイヤレスリソースの識別されたサブセットは、たとえば、ＰＨＩＣＨ
、ＰＣＦＩＣＨ、またはＰＤＣＣＨのリソースなど、物理レイヤチャネルのリソースを含
み得る。いくつかの例では、フレームフォーマット情報の第１の部分がＰＨＩＣＨ上で受
信され得、フレームフォーマット情報の第２の部分がＰＣＦＩＣＨまたはＰＤＣＣＨ上で
受信され得る。もちろん、物理レイヤチャネルの他の組合せもそのような送信のために使
用され得る。
【００９９】
　[0113]フレームフォーマットマネージャ８４５は、ワイヤレスリソースのサブセット上
で受信されるフレームフォーマット情報を決定するために使用され得る。いくつかの例で
は、フレームフォーマット情報は、ＭＢＳＦＮサブフレームタイプパラメータ、部分サブ
フレーム情報パラメータ、ダウンリンク／アップリンク構成パラメータ、ダウンリンク送
信バースト長パラメータ、アップリンク送信のための持続時間パラメータ、ＵＥがダウン
リンク送信を監視することをそれの間停止する持続時間パラメータ、基準信号電力変動パ
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ラメータ、非周期的ＣＳＩ－ＲＳ存在パラメータまたはＤＲＳ存在指示および構成、シス
テム情報存在パラメータ、あるいは非監視サブフレームパラメータのうちの１つまたは複
数など、１つまたは複数の物理レイヤパラメータを含み得る。装置８１５によって受信さ
れた特定のパラメータは、たとえば、監視されたリソースを特定のフレームフォーマット
パラメータにマッピングする、構成マネージャにおいて受信され得るマッピングによって
識別され得る。
【０１００】
　[0114]図９は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置９１５のブロック図９００を示す。装置９１５は、図１を参照しながら説明されたＵＥ
１１５、図２を参照しながら説明されたＵＥ２１５または図５を参照しながら説明された
ＵＥ５１５のうちの１つまたは複数の態様、あるいは図８を参照しながら説明された装置
８１５の態様の一例であり得る。装置９１５はまた、プロセッサであるか、またはそれを
含み得る。装置９１５は、受信機９１０、ワイヤレス通信マネージャ９２０、または送信
機９３０を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いと通信していることがある。
【０１０１】
　[0115]装置９１５の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで実
行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたはまとめて実
装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコ
ア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、当技術分野で
知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラ
クチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、ＳｏＣ、および／または他のタイプ
のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各構成要素の機能はまた、全体的にまたは部分的
に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォ
ーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【０１０２】
　[0116]いくつかの例では、受信機９１０は、専用無線周波数スペクトル帯域（たとえば
、無線周波数スペクトル帯域が、特定の使用のために特定のユーザに認可されているので
、送信装置がアクセスを求めて競合し得ない、無線周波数スペクトル帯域）、または共有
無線周波数スペクトル帯域（たとえば、送信装置がアクセスを求めて競合し得る、無線周
波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無認可使用のために利用可能であ
る無線周波数スペクトル帯域、異なる無線アクセス技術による使用のために利用可能であ
る無線周波数スペクトル帯域、あるいは等しく共有されるかまたは優先度を付けられた様
式で複数の事業者が使用するために利用可能である無線周波数スペクトル帯域））上で送
信を受信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機など、少なくとも１つのＲＦ
受信機を含み得る。いくつかの例では、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周
波数スペクトル帯域は、たとえば、図１、図２、図３、図４、または図５を参照しながら
説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。受信機９１０は、い
くつかの場合には、専用無線周波数スペクトル帯域および共有無線周波数スペクトル帯域
のための別個の受信機を含み得る。別個の受信機は、いくつかの例では、専用無線周波数
スペクトル帯域上で通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機（たとえば、専用ＲＦスペ
クトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機９１２）、および共有無線周波数スペクト
ル帯域上で通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機（たとえば、共有ＲＦスペクトル帯
域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機９１４）の形態をとり得る。専用ＲＦスペクトル帯
域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機９１２または共有ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａ受信機９１４を含む受信機９１０は、図１を参照しながら説明されたワイ
ヤレス通信システム１００または図２を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム
２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の
通信リンク上で様々なタイプのデータまたは制御信号（すなわち、「データ」または送信
）を受信するために使用され得る。通信リンクは、専用無線周波数スペクトル帯域または
共有無線周波数スペクトル帯域上で確立され得る。
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【０１０３】
　[0117]いくつかの例では、送信機９３０は、専用無線周波数スペクトル帯域または共有
無線周波数スペクトル帯域上で送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送信機な
ど、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機９３０は、いくつかの場合には、専
用無線周波数スペクトル帯域および共有無線周波数スペクトル帯域のための別個の送信機
を含み得る。別個の送信機は、いくつかの例では、専用無線周波数スペクトル帯域上で通
信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機（たとえば、専用ＲＦスペクトル帯域のためのＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機９３２）、および共有無線周波数スペクトル帯域上で通信するた
めのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機（たとえば、共有ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａ送信機９３４）の形態をとり得る。専用ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａ送信機９３２または共有ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機
９３４を含む送信機９３０は、図１を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム１
００または図２を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム２００の１つまたは複
数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク上で様々な
タイプのデータまたは制御信号（すなわち、「データ」または送信）を送信するために使
用され得る。通信リンクは、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数スペク
トル帯域上で確立され得る。
【０１０４】
　[0118]いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ９２０は、装置９１５のためのワ
イヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつかの例では
、ワイヤレス通信マネージャ９２０の一部は、受信機９１０または送信機９３０に組み込
まれるかまたはそれと共有され得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ９２
０は、構成マネージャ９３５、チャネルモニタ９４０またはフレームフォーマットマネー
ジャ９４５を含み得る。ワイヤレス通信マネージャ９２０は、いくつかの例では、オプシ
ョンの起動（wake）タイマー９６０またはオプションのヘッダ／ＣＲＣマネージャ９６５
をも含み得る。
【０１０５】
　[0119]構成マネージャ９３５は、図８の構成マネージャ８３５の一例であり得、ＲＲＣ
マネージャ９５０をも含み得る。いくつかの例では、ＲＲＣマネージャ９５０は、フレー
ムフォーマット情報について監視すべき物理チャネルリソースを示す構成情報を含み得る
ＲＲＣ構成情報を受信し得る。いくつかの例では、ＲＲＣマネージャは、監視されたリソ
ース中で与えられるべきであるフレームフォーマットパラメータのマッピングを含むかま
たはそれを与えられ得る。
【０１０６】
　[0120]チャネルモニタ９４０は、図８のチャネルモニタ８４０の一例であり得、チャネ
ルリソース決定器９５５をも含み得る。いくつかの例では、チャネルリソース決定器９５
５は、ＲＲＣマネージャ９５０からフレームフォーマットパラメータのマッピングを受信
し、チャネルモニタ９４０によって監視されるべきである特定の物理チャネルリソースを
決定し得る。たとえば、チャネルリソース決定器９５５は、１つまたは複数のＰＨＩＣＨ
、ＰＣＦＩＣＨ、またはＰＤＣＣＨリソース、あるいはそれらの組合せが、チャネルモニ
タ９４０によって監視されるべきであると決定し得る。フレームフォーマットマネージャ
９４５は、図８のフレームフォーマットマネージャ８４５の一例であり得、同様の機能を
実行し得る。オプションの起動タイマー９６０は、いくつかの例では、装置９１５がダウ
ンリンク送信をそれの間監視すべきでない持続時間を受信し、装置９１５が持続時間に続
いてダウンリンク送信を監視するために起動すべきであるときに指示を与え得る。オプシ
ョンのヘッダ／ＣＲＣマネージャ９６５は、ヘッダ情報またはＣＲＣ情報の一方または両
方を受信し得る。ヘッダ情報は、上記で説明されたように、フレームフォーマット情報の
ペイロード中のデータの量に関する情報を含み得る。ＣＲＣ情報は、データの信頼できる
受信を確認するためにヘッダ／ＣＲＣマネージャ９６５によって使用され得、受信データ
の信頼性を改善し得る、ＣＲＣ値を含み得る。
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【０１０７】
　[0121]図１０は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
基地局１００５（たとえば、ｅＮＢの一部または全部を形成する基地局）のブロック図１
０００を示す。いくつかの例では、基地局１００５は、図１を参照しながら説明された基
地局１０５、図２を参照しながら説明された基地局２０５または図５を参照しながら説明
された基地局５０５の１つまたは複数の態様、あるいは図６を参照しながら説明された装
置６０５または図７を参照しながら説明された装置７０５のうちの１つまたは複数の態様
の一例であり得る。基地局１００５は、図１、図２、図３、図４、図５、図６、または図
７を参照しながら説明された基地局の技法および機能のうちの少なくともいくつかを実装
するかまたは可能にするように構成され得る。
【０１０８】
　[0122]基地局１００５は、基地局プロセッサ１０１０、基地局メモリ１０２０、（（１
つまたは複数の）基地局トランシーバ１０５０によって表される）少なくとも１つの基地
局トランシーバ、（（１つまたは複数の）基地局アンテナ１０５５によって表される）少
なくとも１つの基地局アンテナ、または基地局ワイヤレス通信マネージャ１０６０を含み
得る。基地局１００５はまた、基地局コミュニケータ１０３０またはネットワークコミュ
ニケータ１０４０のうちの１つまたは複数を含み得る。これらの構成要素の各々は、１つ
または複数のバス１０３５上で、直接または間接的に、互いと通信していることがある。
【０１０９】
　[0123]基地局メモリ１０２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）または読取り専用
メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。基地局メモリ１０２０は、実行されたとき、たとえば、基
地局１００５によってサービスされ得る複数のＵＥグループのための共有無線周波数スペ
クトル帯域または専用無線周波数スペクトル帯域中での物理レイヤパラメータのシグナリ
ングを含む、ワイヤレス通信に関係する本明細書で説明される様々な機能を基地局プロセ
ッサ１０１０に実行させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コンピ
ュータ実行可能コード１０２５を記憶し得る。代替的に、コンピュータ実行可能コード１
０２５は、基地局プロセッサ１０１０によって直接的に実行可能ではないが、（たとえば
、コンパイルされ、実行されたとき）本明細書で説明される機能のうちのいくつかを基地
局１００５に実行させるように構成され得る。
【０１１０】
　[0124]基地局プロセッサ１０１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえ
ば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。基
地局プロセッサ１０１０は、（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１０５０、基地局
コミュニケータ１０３０、またはネットワークコミュニケータ１０４０を通して受信され
た情報を処理し得る。基地局プロセッサ１０１０はまた、（１つまたは複数の）アンテナ
１０５５を通した送信のために（１つまたは複数の）トランシーバ１０５０に送られるべ
き情報、１つまたは複数の他の基地局（たとえば、基地局Ａ１００５－ａおよび基地局Ｂ
１００５－ｂ）への送信のために基地局コミュニケータ１０３０に送られるべき情報、ま
たは図１を参照しながら説明されたコアネットワーク１３０の１つまたは複数の態様の一
例であり得る、コアネットワーク１０４５への送信のためにネットワークコミュニケータ
１０４０に送られるべき情報を処理し得る。基地局プロセッサ１０１０は、単独で、また
は、基地局ワイヤレス通信マネージャ１０６０とともに、専用無線周波数スペクトル帯域
または共有無線周波数スペクトル帯域上で通信すること（またはそれの上での通信を管理
すること）の様々な態様を扱い得る。専用無線周波数スペクトル帯域は、送信装置がそれ
のためにアクセスを求めて競合しないことがある、無線周波数スペクトル帯域（たとえば
、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認可無線周波数スペクトル帯域など、特定
の使用のための特定のユーザに認可された無線周波数スペクトル帯域）を含み得る。共有
無線周波数スペクトル帯域は、送信装置がそれのためにアクセスを求めて競合し得る、無
線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無認可使用のために利用可能
である無線周波数スペクトル帯域、異なる無線アクセス技術による使用のために利用可能
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である無線周波数スペクトル帯域、あるいは等しく共有されるかまたは優先度を付けられ
た様式で複数の事業者が使用するために利用可能である無線周波数スペクトル帯域）を含
み得る。
【０１１１】
　[0125]（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１０５０は、パケットを変調し、変調
されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）基地局アンテナ１０５５に与え、（
１つまたは複数の）基地局アンテナ１０５５から受信されたパケットを復調するように構
成されたモデムを含み得る。（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１０５０は、いく
つかの例では、１つまたは複数の基地局送信機および１つまたは複数の別個の基地局受信
機として実装され得る。（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１０５０は、専用無線
周波数スペクトル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域中の通信をサポートし得る。
（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１０５０は、（１つまたは複数の）アンテナ１
０５５を介して、図１を参照しながら説明されたＵＥ１１５、図２を参照しながら説明さ
れたＵＥ２１５または図５を参照しながら説明されたＵＥ５１５、あるいは図８を参照し
ながら説明された装置８１５または図９を参照しながら説明された装置９１５のうちの１
つまたは複数など、１つまたは複数のＵＥまたは装置と双方向に通信するように構成され
得る。基地局１００５は、たとえば、複数の基地局アンテナ１０５５（たとえば、アンテ
ナアレイ）を含み得る。基地局１００５は、ネットワークコミュニケータ１０４０を通し
てコアネットワーク１０４５と通信し得る。基地局１００５はまた、基地局コミュニケー
タ１０３０を使用して、基地局Ａ１００５－ａおよび基地局Ｂ１００５－ｂなど、他の基
地局と通信し得る。
【０１１２】
　[0126]基地局ワイヤレス通信マネージャ１０６０は、専用無線周波数スペクトル帯域ま
たは共有無線周波数スペクトル帯域上でのワイヤレス通信に関係する図１、図２、図３、
図４、図５、図６、または図７を参照しながら説明された技法または機能の一部または全
部を実行または制御するように構成され得る。たとえば、基地局ワイヤレス通信マネージ
ャ１０６０は、異なるＵＥグループに割り振られた物理チャネルリソースを使用して、共
有無線周波数スペクトル帯域または専用無線周波数スペクトル帯域中で物理レイヤパラメ
ータのシグナリングを与えるように構成され得る。基地局ワイヤレス通信マネージャ１０
６０は、専用無線周波数スペクトル帯域中でのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成
された、専用ＲＦスペクトル帯域のための基地局ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ構成要素１０６５と
、共有無線周波数スペクトル帯域中でのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成された
、共有ＲＦスペクトル帯域のための基地局ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ構成要素１０７０とを含み
得る。基地局ワイヤレス通信マネージャ１０６０、またはそれの部分はプロセッサを含み
得、あるいは基地局ワイヤレス通信マネージャ１０６０の機能の一部または全部は、基地
局プロセッサ１０１０によって実行されるか、または基地局プロセッサ１０１０とともに
実行され得る。いくつかの例では、基地局ワイヤレス通信マネージャ１０６０は、図６を
参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ６２０または図７を参照しながら説明
されたワイヤレス通信マネージャ７２０の一例であり得る。
【０１１３】
　[0127]図１１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
ＵＥ１１１５のブロック図１１００を示す。ＵＥ１１１５は、パーソナルコンピュータ（
たとえば、ラップトップコンピュータ、ネットブックコンピュータ、タブレットコンピュ
ータなど）、セルラー電話、ＰＤＡ、ＤＶＲ、インターネット機器、ゲームコンソール、
電子リーダーなど含まれるかまたはそれらの一部であり得る。ＵＥ１１１５は、いくつか
の例では、モバイル動作を可能にするために、小型バッテリーなどの内部電源（図示せず
）を有し得る。いくつかの例では、ＵＥ１１１５は、図１を参照しながら説明されたＵＥ
１１５、図２を参照しながら説明されたＵＥ２１５または図５を参照しながら説明された
ＵＥ５１５のうちの１つまたは複数の態様、あるいは図８を参照しながら説明された装置
８１５または図９を参照しながら説明された装置９１５の態様の一例であり得る。ＵＥ１
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１１５は、図１、図２、図３、図４、図５、図８、または図９を参照しながら説明された
ＵＥまたは装置の技法および機能のうちの少なくともいくつかを実装するように構成され
得る。
【０１１４】
　[0128]ＵＥ１１１５は、ＵＥプロセッサ１１１０、ＵＥメモリ１１２０、（（１つまた
は複数の）ＵＥトランシーバ１１３０によって表される）少なくとも１つのＵＥトランシ
ーバ、（（１つまたは複数の）ＵＥアンテナ１１４０によって表される）少なくとも１つ
のＵＥアンテナ、またはＵＥワイヤレス通信マネージャ１１５０を含み得る。これらの構
成要素の各々は、１つまたは複数のバス１１３５上で、直接または間接的に、互いと通信
していることがある。
【０１１５】
　[0129]ＵＥメモリ１１２０はＲＡＭまたはＲＯＭを含み得る。ＵＥメモリ１１２０は、
実行されたとき、たとえば、様々なサブフレーム送信の物理パラメータについて物理チャ
ネルリソースを監視するための構成情報を受信することを含む、ワイヤレス通信に関係す
る本明細書で説明される様々な機能をＵＥプロセッサ１１１０に実行させるように構成さ
れた命令を含んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可能コード１１２５を記憶し
得る。代替的に、コンピュータ実行可能コード１１２５は、ＵＥプロセッサ１１１０によ
って直接的に実行可能ではないが、（たとえば、コンパイルされ、実行されたとき）本明
細書で説明される機能のうちのいくつかをＵＥ１１１５に実行させるように構成され得る
。
【０１１６】
　[0130]ＵＥプロセッサ１１１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえば
、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。ＵＥプロセッサ１１１０は
、（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバ１１３０を通して受信された情報、または（１
つまたは複数の）ＵＥアンテナ１１４０を通した送信のために（１つまたは複数の）ＵＥ
トランシーバ１１３０に送られるべき情報を処理し得る。ＵＥプロセッサ１１１０は、単
独で、または、ＵＥワイヤレス通信マネージャ１１５０とともに、専用無線周波数スペク
トル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域上で通信すること（またはそれの上での通
信を管理すること）の様々な態様を扱い得る。専用無線周波数スペクトル帯域は、送信装
置がそれのためにアクセスを求めて競合しないことがある、無線周波数スペクトル帯域（
たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認可無線周波数スペクトル帯域な
ど、特定の使用のための特定のユーザに認可された無線周波数スペクトル帯域）を含み得
る。共有無線周波数スペクトル帯域は、送信装置がそれのためにアクセスを求めて競合し
得る、無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無認可使用のために
利用可能である無線周波数スペクトル帯域、異なる無線アクセス技術による使用のために
利用可能である無線周波数スペクトル帯域、あるいは等しく共有されるかまたは優先度を
付けられた様式で複数の事業者が使用するために利用可能である無線周波数スペクトル帯
域）を含み得る。
【０１１７】
　[0131]（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバ１１３０は、パケットを変調し、変調さ
れたパケットを送信のために（１つまたは複数の）ＵＥアンテナ１１４０に与え、（１つ
または複数の）ＵＥアンテナ１１４０から受信されたパケットを復調するように構成され
たモデムを含み得る。（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバ１１３０は、いくつかの例
では、１つまたは複数のＵＥ送信機および１つまたは複数の別個のＵＥ受信機として実装
され得る。（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバ１１３０は、専用無線周波数スペクト
ル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域中の通信をサポートし得る。（１つまたは複
数の）ＵＥトランシーバ１１３０は、（１つまたは複数の）ＵＥアンテナ１１４０を介し
て、図１を参照しながら説明された基地局１０５、図２を参照しながら説明された基地局
２０５、図５を参照しながら説明された基地局５０５または図１０を参照しながら説明さ
れた基地局１００５のうちの１つまたは複数、あるいは図６を参照しながら説明された装
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置６０５または図７を参照しながら説明された装置７０５のうちの１つまたは複数の態様
と双方向に通信するように構成され得る。ＵＥ１１１５は単一のＵＥアンテナを含み得る
が、ＵＥ１１１５が複数のＵＥアンテナ１１４０を含み得る例があり得る。
【０１１８】
　[0132]ＵＥワイヤレス通信マネージャ１１５０は、専用無線周波数スペクトル帯域また
は共有無線周波数スペクトル帯域上でのワイヤレス通信に関係する図１、図２、図３、図
４、図５、図８、または図９を参照しながら説明されたＵＥまたは装置の技法または機能
の一部または全部を実行または制御するように構成され得る。たとえば、ＵＥワイヤレス
通信マネージャ１１５０は、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数スペク
トル帯域を使用して、監視すべき物理チャネルリソース上で構成情報を受信し、フレーム
フォーマット情報について構成されたリソースを監視するように構成され得る。ＵＥワイ
ヤレス通信マネージャ１１５０は、専用無線周波数スペクトル帯域中のＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ通信を扱うように構成された、専用ＲＦスペクトル帯域のためのＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ構成要素１１５５と、共有無線周波数スペクトル帯域中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を
扱うように構成された、共有ＲＦスペクトル帯域のためのＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ構成
要素１１６０とを含み得る。ＵＥワイヤレス通信マネージャ１１５０、またはそれの部分
はプロセッサを含み得、あるいはＵＥワイヤレス通信マネージャ１１５０の機能の一部ま
たは全部は、ＵＥプロセッサ１１１０によって実行されるか、またはＵＥプロセッサ１１
１０とともに実行され得る。いくつかの例では、ＵＥワイヤレス通信マネージャ１１５０
は、図８を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ８２０または図９を参照し
ながら説明されたワイヤレス通信マネージャ９２０の一例であり得る。
【０１１９】
　[0133]図１２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１２００の
一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１２００は、図１を参照しながら
説明された基地局１０５、図２を参照しながら説明された基地局２０５、図５を参照しな
がら説明された基地局５０５または図１０を参照しながら説明された基地局１００５のう
ちの１つまたは複数の態様、あるいは図６を参照しながら説明された装置６０５または図
７を参照しながら説明された装置７０５のうちの１つまたは複数の態様に関して以下で説
明される。いくつかの例では、（いくつかの例では、図１、図２、図５、図６、図７、ま
たは図１０を参照しながら説明された基地局または装置の態様を含み得る）ワイヤレスデ
バイスが、以下で説明される機能を実施するようにワイヤレスデバイスの機能要素を制御
するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、ワイ
ヤレスデバイスは、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能のうちの１つま
たは複数を実行し得る。
【０１２０】
　[0134]ブロック１２０５において、方法１２００は、第１のユーザ機器（ＵＥ）グルー
プに第１の構成情報をシグナリングするためのチャネルのワイヤレスリソースの第１のサ
ブセットを識別することを含み得る。ブロック１２０５における（１つまたは複数の）動
作は、図６を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ６２０、図７を参照しな
がら説明されたワイヤレス通信マネージャ７２０、図１０を参照しながら説明された基地
局ワイヤレス通信マネージャ１０６０、あるいは図６を参照しながら説明されたワイヤレ
スリソースマッパ６３５または図７を参照しながら説明されたワイヤレスリソースマッパ
７３５を使用して実行され得る。
【０１２１】
　[0135]ブロック１２１０において、方法１２００は、第２のＵＥグループに第２の構成
情報をシグナリングするためのチャネルのワイヤレスリソースの第２のサブセットを識別
することを含み得、第１の構成情報および第２の構成情報は、共有無線周波数スペクトル
帯域を使用するワイヤレス通信のための１つまたは複数のパラメータを含む。ブロック１
２１０における（１つまたは複数の）動作は、図６を参照しながら説明されたワイヤレス
通信マネージャ６２０、図７を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ７２０
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、図１０を参照しながら説明された基地局ワイヤレス通信マネージャ１０６０、あるいは
図６を参照しながら説明されたワイヤレスリソースマッパ６３５または図７を参照しなが
ら説明されたワイヤレスリソースマッパ７３５を使用して実行され得る。
【０１２２】
　[0136]ブロック１２１５において、方法１２００は、リソースの第１のサブセットまた
はリソースの第２のサブセットのうちの１つを監視するようにＵＥを構成することをオプ
ションで含み得る。ブロック１２１５における（１つまたは複数の）動作は、図６を参照
しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ６２０、図７を参照しながら説明されたワ
イヤレス通信マネージャ７２０、図１０を参照しながら説明された基地局ワイヤレス通信
マネージャ１０６０、または図９を参照しながら説明されたＲＲＣマネージャ９５０を使
用して実行され得る。
【０１２３】
　[0137]ブロック１２２０において、方法１２００は、ワイヤレスリソースの第１のサブ
セットを使用して第１の構成情報を送信し、ワイヤレスリソースの第２のサブセットを使
用して第２の構成情報を送信することを含み得る。ブロック１２２０における（１つまた
は複数の）動作は、図６を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ６２０、ま
たは図７を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ７２０、または図６、図７
、または図１０を参照しながら説明された基地局ワイヤレス通信マネージャ１０６０、ま
たは図６を参照しながら説明されたワイヤレスリソースマッパ６３５または図７を参照し
ながら説明されたワイヤレスリソースマッパ７３５を使用して実行され得る。
【０１２４】
　[0138]ブロック１２２５において、方法１２００は、識別された構成パラメータに従っ
てサブフレームを送信することをオプションで含み得る。ブロック１２２５における（１
つまたは複数の）動作は、図６を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ６２
０、図７を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ７２０、図１０を参照しな
がら説明された基地局ワイヤレス通信マネージャ１０６０、図６を参照しながら説明され
た送信機６３０、図７を参照しながら説明された送信機７３０、あるいは図１０を参照し
ながら説明された（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１０５０および（１つまたは
複数の）基地局アンテナ１０５５を使用して実行され得る。
【０１２５】
　[0139]したがって、方法１２００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１２００は一実
装形態にすぎないこと、および方法１２００の動作は、他の実装形態が可能であるように
、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１２６】
　[0140]図１３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１３００の
一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１３００は、図１を参照しながら
説明された基地局１０５、図２を参照しながら説明された基地局２０５、図５を参照しな
がら説明された基地局５０５または図１０を参照しながら説明された基地局１００５のう
ちの１つまたは複数の態様、あるいは図６を参照しながら説明された装置６０５または図
７を参照しながら説明された装置７０５のうちの１つまたは複数の態様に関して以下で説
明される。いくつかの例では、（いくつかの例では、図１、図２、図５、図６、図７、ま
たは図１０を参照しながら説明された基地局または装置の態様を含み得る）ワイヤレスデ
バイスが、以下で説明される機能を実施するようにワイヤレスデバイスの機能要素を制御
するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、ワイ
ヤレスデバイスは、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能のうちの１つま
たは複数を実行し得る。
【０１２７】
　[0141]ブロック１３０５において、方法１３００は、送信されるべき構成情報の長さを
決定することを含み得る。構成情報は、たとえば、上記で説明されたフレームフォーマッ
トパラメータを含み得、構成情報の長さは、送信されるべき特定のパラメータに基づいて
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決定され得る。ブロック１３０５における（１つまたは複数の）動作は、図６を参照しな
がら説明されたワイヤレス通信マネージャ６２０、図７を参照しながら説明されたワイヤ
レス通信マネージャ７２０、図１０を参照しながら説明された基地局ワイヤレス通信マネ
ージャ１０６０、または図７を参照しながら説明されたヘッダ／ＣＲＣマネージャ７７０
を使用して実行され得る。
【０１２８】
　[0142]ブロック１３１０において、方法１３００は、決定された長さに少なくとも部分
的に基づいてヘッダを構成することを含み得る。いくつかの例では、ヘッダは、２ビット
ヘッダであり得、構成情報の４つの利用可能な長さに基づく値を有するように構成され得
る。ブロック１３１０における（１つまたは複数の）動作は、図６を参照しながら説明さ
れたワイヤレス通信マネージャ６２０、図７を参照しながら説明されたワイヤレス通信マ
ネージャ７２０、図１０を参照しながら説明された基地局ワイヤレス通信マネージャ１０
６０、または図７を参照しながら説明されたヘッダ／ＣＲＣマネージャ７７０を使用して
実行され得る。
【０１２９】
　[0143]ブロック１３１５において、方法１３００は、構成情報のブロックコーディング
を含み得る。そのようなブロックコーディングは、たとえば、リードマラー（Reed mulle
r）コーディングを使用して実行され得る。ブロック１３１５における（１つまたは複数
の）動作は、図６を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ６２０、図７を参
照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ７２０、図１０を参照しながら説明され
た基地局ワイヤレス通信マネージャ１０６０、または図７を参照しながら説明されたブロ
ックコーディングマネージャ７６５を使用して実行され得る。
【０１３０】
　[0144]ブロック１３２０において、方法１３００は、ヘッダまたは構成情報に基づいて
ＣＲＣを計算することを含み得る。そのようなＣＲＣ計算は、たとえば、フレームフォー
マットパラメータのシグナリングの増加信頼性において使用され得る４ビットＣＲＣを計
算することを含み得る。ブロック１３２０における（１つまたは複数の）動作は、図６を
参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ６２０、図７を参照しながら説明され
たワイヤレス通信マネージャ７２０、図１０を参照しながら説明された基地局ワイヤレス
通信マネージャ１０６０、または図７を参照しながら説明されたヘッダ／ＣＲＣマネージ
ャ７７０を使用して実行され得る。
【０１３１】
　[0145]ブロック１３２５または１３３０において、方法１３００は、ヘッダ、構成情報
、およびＣＲＣを送信することを含み得る。ブロック１３２５における（１つまたは複数
の）動作は、図６を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ６２０、図７を参
照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ７２０、図１０を参照しながら説明され
た基地局ワイヤレス通信マネージャ１０６０、図６を参照しながら説明された送信機６３
０、図７を参照しながら説明された送信機７３０、あるいは図１０を参照しながら説明さ
れた（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１０５０および（１つまたは複数の）基地
局アンテナ１０５５を使用して実行され得る。
【０１３２】
　[0146]したがって、方法１３００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１３００は一実
装形態にすぎないこと、および方法１３００の動作は、他の実装形態が可能であるように
、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１３３】
　[0147]図１４は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１４００の
一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１３００は、図１を参照しながら
説明されたＵＥ１１５、図２を参照しながら説明されたＵＥ２１５、図５を参照しながら
説明されたＵＥ５１５または図１１を参照しながら説明されたＵＥ１１１５のうちの１つ
または複数の態様、あるいは図８を参照しながら説明された装置８１５または図９を参照
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しながら説明された装置９１５のうちの１つまたは複数の態様に関して以下で説明される
。いくつかの例では、（いくつかの例では、図１、図２、図５、図８、図９、または図１
１を参照しながら説明されたＵＥまたは装置の態様を含み得る）ワイヤレスデバイスが、
以下で説明される機能を実施するようにワイヤレスデバイスの機能要素を制御するための
コードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、ワイヤレスデバ
イスは、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能のうちの１つまたは複数を
実行し得る。
【０１３４】
　[0148]ブロック１４０５において、方法１４００は、１つまたは複数のサブフレームの
ためのフレームフォーマット情報を含んでいるチャネルのワイヤレスリソースのセットの
サブセットを識別する構成情報を受信することを含み得、フレームフォーマット情報は、
共有無線周波数スペクトル帯域を使用するワイヤレス通信のための１つまたは複数のパラ
メータを備える。ブロック１４０５における（１つまたは複数の）動作は、図８を参照し
ながら説明されたワイヤレス通信マネージャ８２０または図９を参照しながら説明された
ワイヤレス通信マネージャ９２０、図１１を参照しながら説明されたＵＥワイヤレス通信
マネージャ１１５０、図８を参照しながら説明された構成マネージャ８３５または図９を
参照しながら説明された構成マネージャ９３５を使用して実行され得る。
【０１３５】
　[0149]ブロック１４１０において、方法１４００は、ワイヤレスリソースのサブセット
を監視することを含み得る。ブロック１４１０における（１つまたは複数の）動作は、図
８を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ８２０または図９を参照しながら
説明されたワイヤレス通信マネージャ９２０、図１１を参照しながら説明されたＵＥワイ
ヤレス通信マネージャ１１５０、図８を参照しながら説明されたチャネルモニタ８４０ま
たは図９を参照しながら説明されたチャネルモニタ９４０を使用して実行され得る。
【０１３６】
　[0150]ブロック１４１５において、方法１４００は、ワイヤレスリソースのサブセット
上でフレームフォーマット情報を受信することを含み得る。ブロック１４１５における（
１つまたは複数の）動作は、図８を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ８
２０または図９を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ９２０、図１１を参
照しながら説明されたＵＥワイヤレス通信マネージャ１１５０、図８を参照しながら説明
されたフレームフォーマットマネージャ８４５または図９を参照しながら説明されたフレ
ームフォーマットマネージャ９４５を使用して実行され得る。
【０１３７】
　[0151]ブロック１４２０において、方法１４００は、フレームフォーマット情報に少な
くとも部分的に基づいてサブフレームのためのフレームフォーマットを決定することをオ
プションで含み得る。ブロック１４２０における（１つまたは複数の）動作は、図８を参
照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ８２０または図９を参照しながら説明さ
れたワイヤレス通信マネージャ９２０、図１１を参照しながら説明されたＵＥワイヤレス
通信マネージャ１１５０、図８を参照しながら説明されたフレームフォーマットマネージ
ャ８４５または図９を参照しながら説明されたフレームフォーマットマネージャ９４５を
使用して実行され得る。
【０１３８】
　[0152]ブロック１４２５において、方法１４００は、決定されたフレームフォーマット
に従ってサブフレームを受信することをオプションで含み得る。ブロック１４２５におけ
る（１つまたは複数の）動作は、図８を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージ
ャ８２０または図９を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ９２０、図１１
を参照しながら説明されたＵＥワイヤレス通信マネージャ１１５０、図８を参照しながら
説明されたフレームフォーマットマネージャ８４５または図９を参照しながら説明された
フレームフォーマットマネージャ９４５、オプションで、図９を参照しながら説明された
ヘッダ／ＣＲＣマネージャ９６５、図８を参照しながら説明された受信機８１０または図
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９を参照しながら説明された受信機９１０、あるいは図１１を参照しながら説明された（
１つまたは複数の）ＵＥトランシーバ１１３０および（１つまたは複数の）ＵＥアンテナ
１１４０を使用して実行され得る。
【０１３９】
　[0153]したがって、方法１４００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１４００は一実
装形態にすぎないこと、および方法１４００の動作は、他の実装形態が可能であるように
、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１４０】
　[0154]いくつかの例では、図１２を参照しながら説明された方法１２００、図１３を参
照しながら説明された方法１３００、または図１４を参照しながら説明された方法１４０
０の態様が、組み合わせられ得る。
【０１４１】
　[0155]本明細書で説明された技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムのために使用さ
れ得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用され
る。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲ
Ａ）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、
およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、ＣＤＭＡ
２０01Ｘ、１Ｘなどと呼ばれることがある。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、ＣＤＭ
Ａ２０01ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate Packet Data）など
と呼ばれることがある。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標）：Wideba
nd CDMA）およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グ
ローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）
などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド
（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）
、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標
））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装
し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーション
システム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication System）の一部である。３
ＧＰＰ　ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａは、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリース
である。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、３
ＧＰＰと称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「
第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership
 Project 2）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明された技法は、
無認可または共有帯域幅を介したセルラー（たとえば、ＬＴＥ）通信を含む、上述のシス
テムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術のために使用され得る。ただ
し、上記の説明では、例としてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムについて説明し、上記の説明
の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ適用例以外に
適用可能である。
【０１４２】
　[0156]添付の図面に関して上記に記載された詳細な説明は、例について説明しており、
実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る例のすべてを表すとは限らない。「例」およ
び「例示的」という語は、この説明で使用されるとき、「例、事例、または例示の働きを
すること」を意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味しない。詳細な
説明は、説明された技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの技
法は、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説明された例の
概念を不明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造および装置がブロック
図の形式で示されている。
【０１４３】
　[0157]情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得
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る。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、
信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、
光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１４４】
　[0158]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよび構成要素は、
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプ
ログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成
要素、あるいは本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組
合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得る
が、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコン
トローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組
合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、
ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのよう
な構成としても実装され得る。
【０１４５】
　[0159]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサ
によって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令また
はコードとして非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいは非一時的コン
ピュータ可読媒体を介して送信され得る。他の例および実装形態が、本開示および添付の
特許請求の範囲および趣旨内にある。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明
された機能は、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウ
ェア、ハードワイヤリング、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実装され
得る。機能を実装する構成要素はまた、機能の部分が、異なる物理ロケーションにおいて
実装されるように分散されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。特許請
求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、２つ以上の項目の列挙中で使用されると
き、「または」という用語は、列挙された項目のうちのいずれか１つが単独で採用され得
ること、または列挙された項目のうちの２つ以上の任意の組合せが採用され得ることを意
味する。たとえば、組成が、構成要素Ａ、Ｂ、またはＣを含んでいると記述されている場
合、その組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの
組合せ、またはＡとＢとＣの組合せを含んでいることがある。また、特許請求の範囲を含
めて、本明細書で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」
あるいは「のうちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「ま
たは」は、たとえば、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つの列挙が、ＡまたはＢま
たはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）
を意味するような選言的列挙を示す。
【０１４６】
　[0160]非一時的コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプロ
グラムの転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を
含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可
能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ
、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、フラッシュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光デ
ィスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるい
は命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するため
に使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによ
ってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続も非
一時的コンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブ
ル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外
線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、
または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、



(40) JP 6878424 B2 2021.5.26

10

20

30

40

50

ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は
、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc
）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、
光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商
標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここ
で、ディスク（disk）は通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データを
レーザーで光学的に再生する。上記の組合せも非一時的コンピュータ可読媒体の範囲内に
含まれる。
【０１４７】
　[0161]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えられた。本開示の様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細書
で定義される一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得
る。したがって、本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるべきでなく
、本明細書で開示された原理および新規の技法に合致する最も広い範囲を与えられるべき
である。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　[Ｃ１]　第１のユーザ機器（ＵＥ）グループに第１の構成情報をシグナリングするた
めのチャネルのワイヤレスリソースの第１のサブセットを識別することと、
　第２のＵＥグループに第２の構成情報をシグナリングするための前記チャネルのワイヤ
レスリソースの第２のサブセットを識別することと、前記第１の構成情報および前記第２
の構成情報は、共有無線周波数スペクトル帯域を使用するワイヤレス通信のための１つま
たは複数のパラメータを含み、
　ワイヤレスリソースの前記第１のサブセットを使用して前記第１の構成情報を送信し、
ワイヤレスリソースの前記第２のサブセットを使用して前記第２の構成情報を送信するこ
とと、
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
　　[Ｃ２]　前記チャネルは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケータ
チャネル（ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）
、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組合せを備える、Ｃ１
に記載の方法。
　　[Ｃ３]　前記第１の構成情報は、前記ＰＨＩＣＨを使用してシグナリングされ、前記
第２の構成情報は、前記ＰＣＦＩＣＨまたは前記ＰＤＣＣＨのうちの１つまたは複数を使
用してシグナリングされる、Ｃ２に記載の方法。
　　[Ｃ４]　ワイヤレスリソースの前記第１のサブセットまたはワイヤレスリソースの前
記第２のサブセットのうちの１つを監視するようにＵＥを構成すること、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ５]　前記ＵＥを構成することは、
　前記ＵＥがワイヤレスリソースの前記第１のサブセットまたはワイヤレスリソースの前
記第２のサブセットのうちのどちらを監視すべきであるかを示す無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）情報を、前記ＵＥに送信すること、
　をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
　　[Ｃ６]　前記第１の構成情報は、フレームフォーマットパラメータのセットを備え、
前記第２の構成情報は、異なるパラメータ値を有する、フレームフォーマットパラメータ
の前記セットと重複する少なくとも１つのパラメータを備える、Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ７]　フレームフォーマットパラメータの前記セットは、マルチメディアブロード
キャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームタイプパラメータ、部分サ
ブフレーム情報パラメータ、ダウンリンク／アップリンク構成パラメータ、ダウンリンク
送信バースト長パラメータ、アップリンク送信のための持続時間パラメータ、ＵＥがダウ
ンリンク送信を監視することを停止する持続時間パラメータ、基準信号電力変動パラメー
タ、非周期的ＣＳＩ－ＲＳ存在パラメータまたは発見基準信号（ＤＲＳ）存在指示および
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構成、システム情報存在パラメータ、あるいは非監視サブフレームパラメータのうちの１
つまたは複数を備える、Ｃ６に記載の方法。
　　[Ｃ８]　前記第１の構成情報は、前記第１のＵＥグループのＵＥによって使用される
べきフレームフォーマットパラメータのセットの第１のサブセットを備え、前記第２の構
成情報は、前記第２のＵＥグループのＵＥによって使用されるべきフレームフォーマット
パラメータの前記セットの第２のサブセットを備える、Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ９]　フレームフォーマットパラメータの前記セットの前記第１のサブセットとフ
レームフォーマットパラメータの前記セットの前記第２のサブセットとのマッピングは、
無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して前記第１のＵＥグループと前記第２の
ＵＥグループとに与えられる、Ｃ８に記載の方法。
　　[Ｃ１０]　前記送信することは、
　前記第１の構成情報と前記第２の構成情報とをブロックコーディングすること、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ１１]　前記送信することは、
　前記第１の構成情報のための第１の巡回冗長検査（ＣＲＣ）と、前記第２の構成情報の
ための第２のＣＲＣとを計算することと、
　前記第１の構成情報に前記第１のＣＲＣを付加し、前記第２の構成情報に前記第２のＣ
ＲＣを付加することと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ１２]　前記送信することは、
　前記第１のＵＥグループに割り当てられた第１の無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴ
Ｉ）を用いて前記第１のＣＲＣをスクランブルすることと、前記第２のＵＥグループに割
り当てられた第２のＲＮＴＩを用いて前記第２のＣＲＣをスクランブルすることと、
　をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
　　[Ｃ１３]　前記第１の構成情報は、現在サブフレームと少なくとも１つの後続のサブ
フレームとのための情報を備える、Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ１４]　前記第１の構成情報は、前記第１の構成情報のサイズを示すヘッダをさら
に備える、Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ１５]　前記第１の構成情報は、２つまたはそれ以上のサブフレーム間の電力変動
を示すための電力変動情報をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ１６]　１つまたは複数のサブフレームのためのフレームフォーマット情報を含ん
でいるチャネルのワイヤレスリソースのセットのサブセットを識別する構成情報を受信す
ることと、前記フレームフォーマット情報は、共有無線周波数スペクトル帯域を使用する
ワイヤレス通信のための１つまたは複数のパラメータを備え、
　ワイヤレスリソースの前記セットの前記サブセットを監視することと、
　ワイヤレスリソースの前記セットの前記サブセット上で前記フレームフォーマット情報
を受信することと、
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
　　[Ｃ１７]　前記チャネルは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケー
タチャネル（ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ
）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組合せを備える、Ｃ
１６に記載の方法。
　　[Ｃ１８]　前記フレームフォーマット情報の第１の部分は前記ＰＨＩＣＨ上で受信さ
れ、前記フレームフォーマット情報の第２の部分は前記ＰＣＦＩＣＨまたは前記ＰＤＣＣ
Ｈ上で受信される、Ｃ１７に記載の方法。
　　[Ｃ１９]　前記構成情報は、基地局から無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを
介して受信される、Ｃ１６に記載の方法。
　　[Ｃ２０]　前記フレームフォーマット情報は、マルチメディアブロードキャスト単一
周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームタイプパラメータ、部分サブフレーム情
報パラメータ、ダウンリンク／アップリンク構成パラメータ、ダウンリンク送信バースト
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長パラメータ、アップリンク送信のための持続時間パラメータ、ＵＥがダウンリンク送信
を監視することを停止する持続時間パラメータ、基準信号電力変動パラメータ、非周期的
ＣＳＩ－ＲＳ存在パラメータまたは発見基準信号（ＤＲＳ）存在指示および構成、システ
ム情報存在パラメータ、あるいは非監視サブフレームパラメータのうちの１つまたは複数
を備える、Ｃ１６に記載の方法。
　　[Ｃ２１]　第１のユーザ機器（ＵＥ）グループに第１の構成情報をシグナリングする
ためのチャネルのワイヤレスリソースの第１のサブセットを識別するための手段と、
　第２のＵＥグループに第２の構成情報をシグナリングするための前記チャネルのワイヤ
レスリソースの第２のサブセットを識別するための手段と、前記第１の構成情報および前
記第２の構成情報は、共有無線周波数スペクトル帯域を使用するワイヤレス通信のための
１つまたは複数のパラメータを含み、
　ワイヤレスリソースの前記第１のサブセットを使用して前記第１の構成情報を送信し、
ワイヤレスリソースの前記第２のサブセットを使用して前記第２の構成情報を送信するた
めの手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　　[Ｃ２２]　前記チャネルは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケー
タチャネル（ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ
）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組合せを備える、Ｃ
２１に記載の装置。
　　[Ｃ２３]　前記第１の構成情報は、前記ＰＨＩＣＨを使用してシグナリングされ、前
記第２の構成情報は、前記ＰＣＦＩＣＨまたは前記ＰＤＣＣＨのうちの１つまたは複数を
使用してシグナリングされる、Ｃ２２に記載の装置。
　　[Ｃ２４]　ワイヤレスリソースの前記第１のサブセットまたはワイヤレスリソースの
前記第２のサブセットのうちの１つを監視するようにＵＥを構成するための手段、
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
　　[Ｃ２５]　前記ＵＥがワイヤレスリソースの前記第１のサブセットまたはワイヤレス
リソースの前記第２のサブセットのうちのどちらを監視すべきであるかを示す無線リソー
ス制御（ＲＲＣ）情報を、前記ＵＥに送信するための手段、
　をさらに備える、Ｃ２４に記載の装置。
　　[Ｃ２６]　前記第１の構成情報は、フレームフォーマットパラメータのセットを備え
、前記第２の構成情報は、異なるパラメータ値を有する、フレームフォーマットパラメー
タの前記セットと重複する少なくとも１つのパラメータを備える、Ｃ２１に記載の装置。
　　[Ｃ２７]　１つまたは複数のサブフレームのためのフレームフォーマット情報を含ん
でいるチャネルのワイヤレスリソースのセットのサブセットを識別する構成情報を受信す
るための手段と、前記フレームフォーマット情報は、共有無線周波数スペクトル帯域を使
用するワイヤレス通信のための１つまたは複数のパラメータを備え、
　ワイヤレスリソースの前記セットの前記サブセットを監視するための手段と、
　ワイヤレスリソースの前記セットの前記サブセット上で前記フレームフォーマット情報
を受信するための手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　　[Ｃ２８]　前記チャネルは、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケー
タチャネル（ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ
）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、またはそれらの組合せを備える、Ｃ
２７に記載の装置。
　　[Ｃ２９]　前記フレームフォーマット情報の第１の部分は前記ＰＨＩＣＨ上で受信さ
れ、前記フレームフォーマット情報の第２の部分は前記ＰＣＦＩＣＨまたは前記ＰＤＣＣ
Ｈ上で受信される、Ｃ２８に記載の装置。
　　[Ｃ３０]　前記構成情報は、基地局から無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを
介して受信される、Ｃ２７に記載の装置。
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